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 令和 2 年 4月　

令和 2年度大阪大学澪電会総会・講演会・懇親会の開催延期のお知らせ
 澪電会事務局

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、この度、澪電会総会ならびに講演会・懇親会を令和 2年 6月 5日（金）、大阪新阪急ホテルにて開催を

予定しておりましたが、新型コロナウィルス国内外感染拡大に伴い、協議の結果、円滑に運営することが難し
いと判断し、開催を延期させていただくことを決定いたしました。
会員の皆様におかれましては、このような結果になりましたことにつきまして、深くお詫び申し上げるとと

もに何卒ご理解をいただくことができれば幸いと存じます。
尚、開催延期の日程、開催地等につきましては確定次第、改めて澪電会のホームページおよび電子メール等

を通じて告知をさせていただきます。現在、会員名簿のWEB化作業のための登録内容の確認及び更新をお願
いしておりますが、ご登録いただく電子メール・アドレスは、このような告知のためにも重要ですので、ご理解、
ご協力、よろしくお願い致します。
今後も澪電会の活性化を図るために尽力して参る所存でございますので、一層のご支援を賜りますようお願

い申し上げます。
 敬具

WEB名簿システム導入のお知らせ

この度、澪電会では、会員名簿の整備と活動の活性化を目的として、令和 2年 4月、同窓会の名簿管理を専
門とする業者に委託して、WEB上で名簿の閲覧および管理が行えるシステムを導入いたしました。
今回、会員の皆様には、会報「澪電」と同封にて、WEB名簿システムを利用いただくための個別の【ログ
イン ID】と【パスワード】を配布しております。このWEB名簿システムは、会員データベースを専用のデー
タセンターで監視の下、安全に運用することができます。これに伴い、従来の冊子体での名簿を発行しないこ
ととなりますが、最新の会員情報（情報更新や掲載可否設定は会員ご自身により登録）を閲覧できるだけでな
く、不要となった名簿の不適切な廃棄処分などによる情報漏洩も防止できます。また、このシステムを用いて、
澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行います。
WEB名簿閲覧は今年末頃を予定しておりますが、まずは同封の説明書に従い、会員の皆様の情報更新及び
掲載可否設定等をお願い致します。

表紙について

　表紙の“澪電”は、故 熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
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会長ごあいさつ

澪電会会長　山田　隆持
（通・昭和46年）

澪電会会員の皆様におかれましては、益々ご健勝の
こととお慶び申し上げます。
昨年 6月の総会をもって村上孝三前会長の後を受
け、会長に就任致しました。大阪大学工学部電気系同
窓会として歴史と伝統を誇ります澪電会の益々の発
展に微力ではありますが、全力を尽くす所存です。ど
うぞ宜しくお願い致します。
私は 1973 年（昭和 48 年）に工学部通信工学科修士
課程を修了し、当時世界トップクラスの技術を誇って
いたアメリカの「ベル研究所」に追いつき、日本の通
信を発展させたいという思いで当時の電電公社に入
社致しました。
その後 1985 年に電電公社は民営化しNTTとなり、
私は 2008 年から 2012 年まで NTTドコモの社長を 4
年間勤めさせて頂きました。NTTや NTTドコモ在
籍の間、亡くなられた熊谷先生をはじめ数多くの澪電
会の先生方、諸先輩に、御指導、御支援を頂き、改め
て深く感謝します。
この澪電会の「澪」は船の進路を指し示す灯台の事
だと教えられました。素晴らしい名称だと思い、理科
系、文化系共に大阪大学出身者でNTTやNTTグルー
プに入社した人たちの集まりも『NTT澪会』と呼称
させていただき活動しております。私はその代表世話
人も務めており、その会員規模は 1800 名に達してい
ます。
今回の会長就任は、今までお世話になった御恩返し
の絶好の機会を与えられたものと受け止めており、特
に最近の若い人は全般的に人間関係が希薄になって
きていると言われるなか、澪電会の魅力やヒューマン
ネットワークの充実を図り、会員相互の交流がより盛
んになるように努力していきたいと思っています。
さて今日、AI、IoT、ビッグデーターなどの技術革
新が飛躍的に進み、超スマート社会が実現していくと
言われています。その中で、中核をなす技術の一つが、
通信網の5Gの進化です。5Gの通信速度は20ギガビッ
トで、僅か 30 年間でモバイルの通信速度は 10 万倍に

なりました。またタイムラグも4Gの10分の1に減り、
同時接続数は 1平方キロメーターあたり 100 万台に達
します。この技術を利用して、世界中で自動運転や、
新たなスポーツエンターテイメント、遠隔医療等様々
なサービスが企画されています。そしてこれを実現し
ていくためには、既存の企業に加え、国内外のスター
トアップ企業、そして大学が連携して取り組み、オー
プンイノベーションを通じた「共創力」が重要となっ
てきています。私は今、大阪大学発の技術を用いたベ
ンチャーファンドである大阪大学ベンチャーキャピ
タル株式会社の取締役も担当させていただいていま
すが、大阪大学には素晴らしい技術が沢山あります。
更に 5Gの世界は大阪大学電気系を卒業された澪電会
会員の皆様の世界でもあり、皆様はこれからのスマー
ト社会の実現に向けた最前線におられます。是非、現
役の皆様や澪電会会員の方々に、その最先端で大いに
活躍をしていただきたいと思います。澪電会という同
窓会が団結して弦力になり、色々活動・支援していけ
ば、大阪大学も更に進化していきます。澪電会の結束
は重要であると思っています。会員の皆様におかれま
しては、澪電会という名のもと、同窓生としての絆を
深め、世代を超えた幅広いヒューマンネットワークを
しっかりと築いていってもらいたいと思います。
私事ですが、若い頃からスキー、テニス、ゴルフ

に親しんでまいりました。特にゴルフは現在ハンディ
キャップ 2で、日本ゴルフ協会が主催する日本ゴルフ
選手権にも出場しています。ゴルフが好きな方と一緒
にプレイし親交を深めていければ、ヒューマンネット
ワークも広がり、大きな喜びとなります。
本会が実施している各種事業については、各員の皆

様の智恵や意見を伺いながら、新たな施策も取り組ん
でいきたいと思っています。また全国でご活躍の会員
の皆様からのご提案もいただきたく存じます。今後と
も澪電会の発展に向けて、役員一同で力を合わせ、新
たな時代に向けて一歩一歩進んでまいりますので、よ
り一層の御協力と御支援を宜しくお願い致します。



― 2―

講演会からの話題

2020 年春に第 5世代移動通信システム（以下、5G）
の商用サービスが日本においても開始され、全国の販
売店で一般の方々が 5Gスマートフォンをお買い求め
できるようになりました。5Gは、人々の生活を便利
にするだけでなく、社会の様々な課題を解決し、社会
の成長への活用が期待されております。
移動通信システムは、おおよそ 10 年単位で大きな
システムの進化を遂げております。その進化に合わせ
て、皆様がお使いになっている端末の形状もショル
ダーフォンから携帯電話へ、そしてスマートフォンへ
と進化を遂げ、また通信速度もこの 25 年で 50 万倍以
上になっております。通信速度の向上にともない、単
なる電話から、メールや写真の送受信、インターネッ
ト接続から、動画配信等、サービスも進化してきまし
た。このように、技術の進歩により、通信速度、端末、
サービスが一体となり進化してまいりました。
5Gには、「高速・大容量」「低遅延」「多数端末接続」
といった特徴があります。5Gを活用することで例え
ば、高解像度の画像データをリアルタイムに伝送、遠

隔地での出来事を目の前で行われているような臨場
感を味わう事ができたり、ロボットや重機の遠隔操作
の実現により、人が立ち入ることが難しい場所での作
業や人手不足の解消に繋がる事が期待されます。この
ように 5Gは、新たな価値感動を提供することで、私
たちの日々の生活・ライフスタイルを豊かにしていく
こと、また様々なパートナー企業様と一緒に社会へ新
たな価値を提供、ビジネスを生み出し、社会課題の解
決にもつなげていく、取り組みが期待されています。
次に、5G のエリアですが、需要のあるエリアから

展開するという考えをベースに展開していきます。展
開方針の 1つ目は、トラヒック対策としての 5Gエリ
ア展開です。データトラヒックの伸びは前年度比 1.3
～ 1.4 倍で増加し続けており、増加の一途をたどって
いるトレンド、また 5Gでの新たなサービス創出、利
用シーンの拡大を踏まえ、今後もユーザーに快適な通
信サービスを提供しつづけるために、都市部から 5G
通信網の整備を行っていくという考えです。
展開方針の 2つ目は、「必要とされる場所に、適切

な機能を実装して展開する」という考えです。5Gで
は高度化モバイルブロードバンド、大量接続、高信頼・
低遅延と、多種多様な用途に応えるための機能が実装
可能となっています。多種多様な用途には、それぞれ
の要件に応じた対応を行うことが最も効果的です。自
動運転制御のような「低遅延・面的連続エリア展開」
が求められるケース、マルチアングル映像・XR（AR、
VR、MR）のような「大容量通信」が求められるケース、
センサー等 IoT領域のような「低頻度・多数端末接続」
が求められるケース、など個々の要件に適した通信網
を整備することが重要です。

5G が目指す世界

株式会社NTTドコモ
5G事業推進室
企画担当部長

蜷　川　哲　也
（通信・平成 3年）

図 1.　モバイルの進化 図 2.　5G の展開方針
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また、5G エリアの拡大整備に合わせて 5G を活用
した「市場の創出」が必要で、新たな市場創出によ
り社会の成長と発展に貢献していくものと考えてい
ます。5G時代の社会の期待に応えるべく、5Gを活用
し幅広くビジネスパートナーの皆様と新たなビジネ
ス創出をめざす取り組みとして、ドコモでは 2018 年

2 月より「5G オープンパートナープログラム」を提
供、パートナー企業様と一緒に 5Gを活用した様々な
利用シーンの創出、実験を行ってきました。この「5G
オープンパートナープログラム」には、3,300 社を超
える企業に参加いただいております。5Gが実現する
革新的なサービスの創出やビジネスパートナーと共
に新たな市場の創出につなげていきたいと考えます。
様々なパートナー企業様と一緒に、新たな市場の創出
を行うことで、社会課題の解決、さらなる社会の成長
を実現できると考えます。医療の地域格差を解決する
遠隔医療診断、建設現場や災害被災地での重機の遠隔
制御、顔認証技術と大容量高解像度画像データ転送の
組み合わせによる遠隔での入退室管理、等、パート
ナー企業様と一緒に技術と知恵を出し合い、課題解決
へチャレンジしていきたいと思います。今後も引き続
き、社会課題解決と新たな「市場の創出」に努めてい
くことが、ドコモに課せられた使命であり、私が果た
すべきミッションだと考えています。

図 3.　ドコモ 5Gオープンパートナープログラム
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話　　　題

平成元年に電気系 4番目の学科として情報システム工
学科が設立されてから、30余年が経過しました。この間、
電気系他分野の先生方と協力して、主に情報関連の教育や
研究指導に従事してきております。
情報システム工学科が設立された平成元年は、まだ国内

においてはインターネット黎明期といえる状況でしたが、
CERNのティム・バーナーズ＝リーによるWWW（World 
Wide Web）の発明という、現在の我々の社会生活にとっ
て極めて重要な事柄が起きています。本学のキャンパス
ネットワークODINSが整備されたのが平成4年ですので、
まさにその狭間に産声を上げたということになります。
当時、電気系各学科には情報関連の研究室が複数存在

しており、また、基礎工学部には昭和 45年に国立大学に
設置された初の情報系5学科の一つである情報工学科があ
りました。そこで、情報システム工学科では、通信技術を
含むハードウェアと情報システムの社会的応用に重点を
置くという観点から、このような内容の教育研究をカバー
する6つの講座を設置しました。また、実施する主な授業
科目も、ハードウェアとソ
フトウェアの基礎理論、通
信技術、知識工学、社会シ
ステム実装など、従来の電
気系授業科目を活かしつつ、
新しい教育内容を積極的に
取り入れた独自性の高いカ
リキュラムに基づいて設定
されました。ほぼ同時期の
平成 2年に、10講座体制へ
の拡充が完了した基礎工学
部の情報工学科では、どち
らかというと、従前からの
教育研究内容の強化・充実
化の観点が強く意識された

情報システム工学教室30年の歩み

大阪大学
理事・副学長

尾　上　孝　雄
（電子・平成3）

ものとなっており、現在改めて見直してみると、2学科を
併せると、必要とされる領域が全てカバーされているよう
にも思えます。全ての講座が稼働する平成4年に、電気系
に待望の新棟（E6棟）が竣工し、2階の情報処理演習室
では大規模な計算機演習を行える環境が整備されました。
その後、平成8年の大学院重点化に伴い、大型計算機セ

ンターの研究開発部が協力講座として、またヒューマンイ
ンタフェース工学講座も学部兼担として加わり現在の体
制となっています。平成 14年には大学院情報科学研究科
が発足し、また平成 16年以降、情報科学研究科棟が順次
竣工していったことで、研究室は少し離れた場所に有りま
すが、電気系教室との繋がりは重要であると一同認識して
おります。
図中に示している通り、この 30年の間に情報関係分野

では多くの事柄が発生し、教室発足当時の想定をはるかに
凌ぐスピードで周辺状況が変化していっています。現在で
は、取り扱う研究課題も、次世代ネットワーク応用、知的
データ処理、サイバー・フィジカル・システム、人間の感
覚や運動メカニズムなど多岐にわたっています。また、情
報関連分野は、本来共通基盤的な位置づけで他分野の産業
コア技術、関連データと組み合わせて活用されることで
「財」「サービス」を生み出す横断的・融合的な分野である
とされており、分野融合型での教育・研究の拡がりを意識
しています。研究型総合大学である大阪大学が、多岐にわ
たる分野で世界的に卓越した研究成果を挙げ、世界をリー
ドできる研究者・技術者を継続的に輩出できるよう、これ
からの 30年も各方面と協力して貢献していきたいと考え
ておりますので、引き続きのご支援ご鞭撻のほど、何卒宜
しくお願い申し上げます。
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話　　　題

令和元（2019）年 8月 26日に工学研究科長・工学部長
を拝命致しました。電気系教室からは、平成 13年の白川
功先生以来、18年ぶりの選出となります。今回の選出に
あたり、工学研究科電気電子情報工学専攻の教職員の皆様
には強力なご支援を賜りました。厚く御礼申し上げます。
大阪大学工学部 /工学研究科は、いまや、学部生 820
名、大学院生（修士）790名が入学してくる我が国有数の
規模となりました。約 170ある研究室は、多様性に富み、
工学分野のみならず、医学や農学との学際分野にいたる
幅広い研究分野において、世界に伍して活発な研究を行っ
ています。平成 28年には、工学部の源である官立大阪工
業学校が創設された明治 29（1896）年から 120 周年の記
念事業を実施し、福利厚生・産官学交流施設「センテラス」
を新営しました。そして、令和 2年度には工学研究科（大
学院）の改組が実施されます。今回の改組では、柱とな
るものが 3つあります。
第一は、現行の 10専攻から、学理に基づく 9専攻への
再編集約です。詳細は省かせて頂きますが、電気系は「電
気電子情報工学専攻」から「電気電子情報通信工学専攻
(Division of Electrical, Electronic and Infocommunications 
Engineering)」に看板が変わり、16 年ぶりに「通信」と
いう文字が専攻名に甦ります。
第二は、産学官共創コースと英語コースを全ての専攻

に整備することです。工学研究科において、イノベーショ
ン人材やグローバル人材の育成を目指すとともに、博士
学位に対する考え方を社会ニーズに合致するものに大き
く転換、展開させることも目的の一つです。電気電子情
報工学専攻では既に、産学官共創コースとして、「イノベー
ションデザインコース」を立ち上げ、森勇介教授がコー
ス長となって積極的な展開を図り、澪電会会員の所属す
るファミリー企業からも応援を頂いております。
第三は、「テクノアリーナ」と名付けた新たな教育研究

体制の構築です。既存の学際領域を担当する専攻を廃止

工学研究科長／工学部長就任に
あたって

工学研究科長・工学部長
総長参与

電気電子情報工学専攻・教授
馬場口　　登

（通信・昭和54年学部、昭和56年前期）

して、複数の専攻や学内外の研究組織、さらには企業な
どが参画しやすい体制とします。テクノアリーナの特色
は、時限付きであること、及び様々なタイプの枠組を有
することであり、機動的に社会課題に挑戦し、イノベー
ションを創出していきます。
さて、工学研究科長として、極めて重要と認識してい

ることに「工学部／工学研究科のブランディング」があ
ります。大学のブランド力は、優秀な学生を日本全国、
いや全世界から集めるために極めて重要です。このブラ
ンド力は、無形のもので、一歩一歩成果を出し、業績を
積み上げながら、徐々に造成されます。また、ブランディ
ングには、阪大工学研究科の色（カラー）を前面に打ち
出す必要があります。
阪大工学研究科の色は、月並みではありますが、「産

学連携」「イノベーション」ではないでしょうか。もとも
と阪大工学部の誕生は、地元産業界の後援を得てなしえ
たという経緯があります。造船や醗酵、冶金の学科が創
設時にあったことは、地場産業と密接に結びついていた
からに他なりません。最も長い歴史を持つ学科の一つで
ある電気系は地元の企業との密接な連携により発展して
きたといって過言ではありません。一方、現在の阪大は、
一流大学の証ともいえる指定国立大学に選出されていま
すが、そこでは「社会変革に貢献する世界屈指のイノベー
ティブな大学」を指針に挙げ、「研究開発エコシステム」
という考え方のもとに大学全体をスパイラルアップさせ
ようとしています。
本研究科は「産学連携」を旗色とし、新しい価値を創

出する「イノベーション」の基礎を涵養するための教育
研究を探索していくべきと考えています。本研究科を語
る上で欠かせないものに、「共同研究講座」と「協働研究
所」があります。前者は、本研究科が日本で最初に発案
した組織で、企業とアカデミアの研究融合（Industry on 
Campus）という着想・考え方の先見性と卓越性は特筆
すべきものです。共同研究講座と協働研究所の数は、他
大学に比して圧倒的ですが、最初の共同研究講座設置か
ら約 15 年経ち、次代の枠組を考える時期に来ています。
大学院に新設されるテクノアリーナをベースに新たな方
向性を見出したいと思います。
令和の時代に工学部・工学研究科が大きく伸びること

を夢見ています。電気系（電気電子情報工学専攻）は、
最も教員数の多い専攻でもあり、工学研究科の中心と
なって活躍して頂くことを切に願っております。そのた
めにも澪電会の皆様からの一層のご支援ご鞭撻を宜しく
お願い致します。
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追　　　悼

本学名誉教授の藤井克彦
先生が、2019年 12月 11日、
享年 93 歳でご逝去されま
した。先生は、自動制御工
学、生体医工学の黎明期か
ら発展期にあって工学の立
場からその必要性を唱え、
これらの分野の発展に多大
な貢献をされました。ご高
齢であるとはいえ、偉大な
るを失ったことは誠に残念
でなりません。
藤井先生は、1953年に大

阪大学工学部電気工学科（旧制）を卒業され、1956 年に
大学院修了後、直ちに工学部助手に任用され、1961 年に
助教授に昇任されました。1963年に基礎工学部に移られ、
創設期の発展に尽力されました。1965年に新設の工学部・
一般電気工学講座の教授になられ、その後、電気第 6講
座（組織工学）を経て、第 2講座（電気機械、組織工学）
を担当されました。1984年工学部超電導実験センター長、
1985年工学部長に就任され、本学の発展のために貢献さ
れています。1989 年に退官され、名誉教授になっておら
れます。また 1999年に澪電会会長をされ、本会の運営に
ご尽力なさいました。研究面では、自動制御、生体医工学
などの分野でご活躍をされ、システム制御情報学会会長、
計測自動制御学会関西支部長、バイオメカニズム学会会長、
IEEE東京支部EMBセッション・チェアマンなどを務め
られ、学会の発展に貢献して来られました。2004 年瑞宝
中綬章の叙勲を受けておられます。
先生が学部長に就任されたとき、そして本会の会長の

職に就かれたときに、先生のお考えを本会報に述べられ
ており、会員の方々は、先生の卓越した指導力を知って
おられると思います。ここでは、組織の長ではなく、研
究者そして教育者としての先生について筆者の記憶に
残ったことを述べさせていただきます。まず先生が大学
院時代の考えを綴られた資料（バイオメカニズム学会誌、
2008）があるので、その一部を使用させていただきます。
「私は自動制御技術の勉強を続けるため大学院に進学し、

藤井克彦先生を偲んで

赤　澤　堅　造
（電気・昭和40年）

そして、自動制御技術を専門に研究しておられた、東京
大学の高橋安人教授のご指導を受けるため、東京に留学
しました。自動制御工学は、戦争に負けた日本の工業を
立ち直らせるための重要な技術であると考えられ、高橋
先生を中心として、若い元気な研究者が集まって、定期
的な研究会を開催していました。私たちは新しい科学技
術の創成期に恵まれ、将来の夢を膨らませる貴重な経験
をすることができました。」自動制御工学創成期の貴重な
雰囲気を体験することができたことを述懐されています。
1965 年、藤井研究室は大きく分けると、鈴木胖・助教

授（電気・昭和 33 年卒）がおられる「自動制御」グルー
プと「生体工学・医用工学（BME）」グループがありま
した。後者は笠井健・助手（電気・昭和 36 年卒）、博士
課程 1年・森田龍彌先輩（電気・昭和 38 年卒）と修士
課程 1 年・三宅良、筆者（電気・昭和 40 年卒）の計 4
名です。筆者は、藤井先生のご退官まで、学生そして教
官として直々に「薫陶を受ける」機会をいただきました。
藤井先生もよくお話しされていたので、BME黎明期に

おける話題として、阪大が関係する発明を書かせていただ
きます。超音波ドプラ診断法です。現在の先端的なエコー
診断では、体外から非侵襲的に、何も痛みもなく、寝てい
る状態で、心臓内の血流が計測され、プロファイルが実時
間で表示されます。驚異的な技術です。世界に発信された
診断法で、現在広く使用されています。大阪大学産業科学
研究所・里村茂夫先生など4名の先生の頭文字をとり、装
置はSONYと名付けられ、その銘板も打たれていた、と
いうことです（1956）。
藤井先生は多くの業績と論文賞などの多くの受賞があ

りますが、それらの詳細は割愛し、ここではトピックス3
例をご紹介します。
・ BME推進のために、大阪大学の内外への情報発信と
して研究会を創設されています。現在も、「バイオメク
フォーラム21」として継続されており、2019年 12月で
計 136回になります。

・ 藤井先生は、早くから国際貢献の重要性に着目され、
1986年に第1回大阪―上海BMEシンポジウムの初代団
長として中国を訪問され、1987 年に大阪で第 2回を開
催されています。復旦大学との個別の交流は現在も継続
しています。

・ 恒例の研究室のスキー旅行には学内外の多くの先生方
や先輩が参加されています。最高齢は 1本杖スキーの
山口次郎先生（電気・大正 15年卒）です。
浅学菲才の筆者をBMEの分野に導き、長年ご指導くだ

さった恩師、藤井克彦先生に深甚の謝意を表すると共に、
謹んで先生のご冥福をお祈り申し上げます。

藤井克彦先生
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母校のニュース

ダイヘン小林啓次郎教育研究基金の設立

株式会社ダイヘンよりご寄付を頂戴し、ダイヘン元
社長の小林啓次郎氏（電気・昭和 22）のお名前を戴
いた冠基金「ダイヘン小林啓次郎教育研究基金」を設
立しました。小林啓次郎（1924-2014）氏は、昭和 22
年に大阪大学工学部電気工学科を卒業されたのち、大
阪変圧器株式会社（現株式会社ダイヘン）に入社され、
代表取締役社長、会長、最高顧問を歴任されました。
その間、平成 2年から 2年間、澪電会会長を務められ
るなど、大阪大学工学部・大学院工学研究科電気系の
教育研究にご理解と多大なるご支援を賜りました。こ
の度、株式会社ダイヘンが創立百周年を迎えるにあた
り、小林氏の功績をたたえるとともに、電気電子情報
通信工学専攻の教育研究環境の充実と修学支援を目
的として、ご寄付をもとに基金を設立しました。
令和元年11月 7日、大阪大学吹田キャンパス工学研
究科E1棟にて「ダイヘン小林啓次郎教育研究基金設立
記念式典」が執り行われました。併せて、基金設立を
記念してE1棟 115講義室を「小林啓次郎ホール」と命
名しました。当日は、株式会社ダイヘンから代表取締
役社長 田尻哲也様、小林氏ご令室 小林廣子様、お嬢様
方をはじめ多くの関係者が出席されるとともに、本学
からは西尾章治郞総長、馬場口登工学研究科長をはじ
め、教職員ならびに多くの学生が出席し、盛大な式典
となりました。閉式後には、ホール入り口にて「小林
啓次郎ホール」銘板の除幕式を執り行いました。
本基金は、令和元年 4月より新たにスタートした 5
年一貫のイノベーションデザインコースにおける教
育と博士課程学生奨学金などを中心に活用されてい
ます。かつての国立大学は、法人化に伴いもはや国営
大学ではなく、人件費を除くほぼすべての運営経費を
学納金（授業料など）と自己努力に基づくその他の収
入によってまかなう必要があります。このような厳し
い財務状況の中にあっても、大学は、社会の求めるイ
ノベーションを実現できる学生、特に博士学生の輩出
に努める責務があります。長年、大学の財務を担当し
てきた経験から、大学が持続的に発展していくために
は、欧米の大学と同様に、社会の理解と経済的援助が
不可欠と確信しておりました。今回のダイヘン様から
のご寄付は、正にこれからの大学のあるべき姿の好事
例となるものと言えます。かつて、菅田栄治先生が東
野田で電子工学科を創設されたとき産業界からの寄
付を募られ、吹田に移られたときにそのことを記念し
てメモリアルホールと呼ぶようになったと伺ってお
ります。それから 50 年の時を経て、今回ダイヘン小
林啓次郎教育研究基金が設立されたことは意義深い
と思います。これをきっかけに、今後も同窓生の皆さ
ま方からのご理解とご支援を頂戴できれば幸いです。
 （尾崎雅則（電気・昭和 58 年）記）

ベンチャー育成支援のインキュベーター
テクノアライアンスC棟完成

大阪大学の吹田キャンパスに、産学官連携さらなる
研究拠点の場となる「テクノアライアンス C棟」が
完成し、令和元年 6月 4 日に竣工披露式典が行われ、
新たな共創活動がスタートしました。テクノアライア
ンスA・B棟（2011 年竣工）の隣に完成した C棟は
9階建てで、学内や企業の研究室、実験室などが入居。
大阪府・大阪市などとの連携体制のもと、試作検証ラ
イン（テストベッド）を活用して実証実験が行われて
います。また、ベンチャー設立を目指す研究プロジェ
クト支援、ベンチャー育成支援のインキュベーター施
設も整備しています。さらに、データビリティフロ
ンティア機構が入居することによって、超スマートな
健康・長寿社会の実現を目指す研究などを中心にプロ
ジェクトを実施されているようです。折しも、私の研
究室では基礎研究として人体に電気刺激を用いて知
覚・身体応答の計測する基礎実験、これを用いた、感
覚提示装置や身体誘導装置の研究を行っています。そ
のなかの一つである前庭電気刺激について、社会実装
のピッチコンテストで複数受賞歴があり、研究成果を
活用して事業化を目指したいという学生がおり、ベン
チャー設立を目指す研究プロジェクト支援を受ける
ことになりました。その際、C棟の 8Fの部屋を活用
しています。基本的に基礎研究の研究成果として生み
出された特許など学内の知財を活用し、製品化やサー
ビス化を目指すわけですが、基礎的な研究成果と社会
実装には大きなギャップがあります。まず、活用した
いというニーズを見つけ、そこに関わる企業にどのよ
うに使ってもらえるかアイディアを持ち込んで売り
込み、将来的に産業として目が出るかベンチャーキャ
ピタル（OUVC）のアドバイスのもと検討を重ねてい
きました。企業で使ってもらうためには、装置の小型
化、低コスト化、安全性担保など基礎研究では問題に
ならなかった課題が山積みになります。最も難しいの
はビジネスモデルとして妥当なプランを設計するこ
とです。テクノアライアンス棟ではこのような議論が
頻繁に行えるように連携が取られており、2週間に一
回程度OUVCと方針確認などしながら推進していま
す。こういった経験は大学内で普通に研究・教育して
いるだけではなかなか得られないものがあります。研
究者にとって自分の研究が世に出るというのもまた
ひとつの夢だと思います。必ずしもうまくいくとは限
りませんが、大阪大学の共創機構の取り組みにチャレ
ンジしてみてはいかがでしょうか？
 （安藤英由樹（情報システムクラス　教員）記）



― 8―

新研究室紹介

令和元年 10 月 1 日付けで、大学院工学研究科電気電子情報工学専攻電気工学
部門システム・制御工学講座センシングシステム領域の教授に着任致しました
牛尾知雄と申します。平成 4年に電気工学科の電力工学研究室（松浦虔士教授、
当時）に配属され、博士前期課程、博士後期課程を経て、平成10年3月に博士（工学）
の学位を、雷放電の電磁界観測に関する研究で取得しました。その後、アメリカ
合衆国アラバマ州ハンツビルにあるNASAの研究所で、衛星からの地球環境計
測に関するプロジェクトに携わり、大阪府立大学大学院工学研究科航空宇宙工学
分野の助手、大阪大学大学院工学研究科准教授を経て、平成 29 年首都大学東京（現
東京都立大学）教授として、リモートセンシング技術に関する研究活動を推進し
ていました。そしてこの度、大阪大学大学院工学研究科電気電子情報通信工学専
攻に戻ってまいりました、本領域は、谷野哲三先生（現名誉教授）がご担当され
ていましたシステムアナリシス領域を引き継ぎ、センシングシステム領域と名称
を変えて発足いたしました。現在は、巽啓司准教授との教員 2名の体制で、大学
院および学部学生と、リモートセンシングおよびシステム最適化に関する研究を
推進しています。ここでは、リモートセンシング技術を中心とした研究概要を紹
介したいと思います。
これまで、人類社会は、産業革命以後、飛躍的な科学技術の発展と共に高度産
業化の恩恵を受けてきた一方、温暖化を始めとする地球規模で生ずる地球環境問
題を内包し、人工衛星による様々なリモートセンシングデータを見ることによっ
て、その深刻さを認識するに至ったといっても過言ではありません。こうした地
球環境問題は、農業、水資源、健康、生活インフラなどあらゆる側面において人
間社会に影響を及ぼし、産業の在り方そのものをも変え、また、地球環境問題に
起因する豪雨災害等の自然災害の増加等によって、安心安全をキーワードとした
社会の構築は、21 世紀の科学技術研究における最も重要な基軸の一つとなって
います。こうした状況において、地球環境に関する様々な変数を計測するリモー
トセンシング技術は基盤技術であり、精確な計測や情報の抽出そして伝達は、安
心安全な社会を構築する上で最も重要な課題の一つとなっています。そこで、本
領域では、リモートセンシングシステムの研究開発を立脚点として、フェーズド
アレイレーダ等の大規模かつ大型の新たな計測手法の研究を通じ、基礎から応用
まで、そしてハードからソフトまで幅広く研究を展開していきたいと思います。
これらのセンシングシステム分野における教育と研究を通じて、電気系学問の
新たな方向性を示すと共に、大阪大学、電気系、そして澪電会の発展に寄与でき
るよう努めて参りたいと思います。会員の皆様には、今後ともご指導、ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

工学研究科
電気電子情報通信工学専攻

電気工学部門
システム・制御工学講座
センシングシステム領域

教授　牛尾　知雄
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教員紹介

2006 年 1 月 1 日付けでレーザー科学研究所（旧レーザーエネルギー学研究セ
ンター）の准教授を拝命致しました中田芳樹と申します。出身校である九州大学
では前田三男教授及び岡田龍雄教授の下、レーザーの開発と応用の両面から幅広
く研究に取り組みました。開発面では環境観測ライダーに特化したパラメトリッ
ク発振器や Er:Yb:Ce 共添加フッ化物ガラス増幅器を開発しました。応用面では
レーザープロセシングに関する研究を一貫して行いました。例えばパルスレー
ザーデポジションを用いた機能性薄膜（YBCO等）及びナノ微粒子の形成、プ
ラズマプロセス解明を目的とした画像レーザー分光法の開発、超短パルスレー
ザー干渉パターン加工を用いたナノ構造形成を行いました。九大での経験を活か
し、阪大に赴任後は超高温高圧プラズマ実験や慣性核融合研究に用いる LFEX
ペタワットレーザーの開発、紫外から近赤外まで適用できる超高精度な時空間
ビーム制御技術の開発、オリジナルな形状を持つ新奇金属ナノマテリアル形成と
フォトニクス・プラズモニクス応用を進めました。テーマが広範に渡っています
が、光分野の様々な知見をベースに独自のアイデアを発想し、オンリーワンの試
みを続ける姿勢は保ち続けたいと考えています。
代々が教育者の家系という事も有り、学生の教育は大変重要なテーマです。科

学技術立国・日本を支えるためには、優秀な若者の育成が大変重要です。オリジ
ナルなアイデアにチャレンジし続ける事は困難の連続でもありますが、これは学生の教育において大きな意義が
有り、創造力と問題解決能力、持続力を育むために不可欠です。創意工夫の連続の中で、学生の研究者としての
成長を見守る事が出来るのは、大学教員としての大きな喜びとなっています。
レーザー研は 2017 年に「レーザー科学研究所」に改組されました。核融合及びテラヘルツ研究に加え、プラズ
マフォトニクスやレーザー宇宙物理などの新規領域、また産学連携や国際連携など、活動の幅を大きく広げつつ
あります。世界最高レベルのレーザー技術に根ざした本研究所の発展及び阪大の躍進に、微力ながら貢献して行
きたいと考えております。引き続き皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

電気工学部門
レーザーエネルギー学講座
光・量子システム研究領域

准教授　中田　芳樹

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。
さて、澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい

て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ令和
2年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、速やかにご連絡いただきますようお
願い申し上げます（澪電会ホームページからご連絡いただけます）。
会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ

ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加え、
平成 24 年からはインターネットからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、ぜひ
ご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。自動振込の銀行口座を変更ご
希望の場合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書を
ご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（令和 2年度会費の場合、学部卒業が昭和 42 年以前の会員）

の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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情報通信工学部門 通信ネットワーク工学講座 フォトニックネットワーク工学
領域（丸田研究室）に所属しております三科健（みしなけん）と申します。出身
は滋賀県高島市です。大学は学部、大学院共に大阪大学卒であり、学生の時は
フォトニックネットワーク工学領域の北山先生（現名誉教授）、丸田先生（現教授）
に師事し、高効率光通信ネットワークのための全光信号処理の研究に従事してい
ました。博士前期課程修了後は株式会社島津製作所に入社しましたが、社会人ド
クターとして博士後期課程に在籍しながら全光信号処理の研究を続け、平成 24
年に博士の学位を取得しました。企業で研究開発の経験を積んだ後、平成 30年 2
月に母校に戻ってまいりました。
研究面では、大容量・高効率・低遅延な次世代光通信ネットワークの研究を行っ

ております。近年、5Gや IoTを利用した新たなアプリケーションの登場が注目
されていますが、それらのアプリケーションは情報通信ネットワークに支えられ
ています。特に光ファイバ通信技術は、一般家庭から国際光海底ケーブルに至る
まで、有線ネットワークのほとんどを担っている「縁の下の力持ち」となる重要
な存在です。次々と登場する新しいアプリケーションを支えるためには、今より
も大容量・省エネ・低遅延な光通信ネットワークが必要不可欠となります。その
ような光通信ネットワークを実現するための要素技術研究に取り組んでおり、主

な研究テーマとして「全光信号処理」と「光固有値通信」があります。光固有値通信は、本講座の長谷川晃先生（現
名誉教授）がその概念を提案され、丸田先生がその変復調方式を発展させた通信方式であり、本講座の伝統的な
研究テーマの一つです。私は、光固有値通信に機械学習を応用する研究を行っており、高次元モデルからアプロー
チすることにより新たな現象やモデルを見出したいと考えています。
大阪大学工学部電気系の良き伝統を活かしつつ、新しいアイディアや学問と融合させることにより、他にはな
い阪大電気系ならではの研究・教育を担っていく所存です。以上の教育・研究を進めていくことにより澪電会の発
展へ貢献できるよう努めてまいります。澪電会会員の皆様におかれましては、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろ
しくお願い申し上げます。

2019 年 4 月に量子光電子デバイス領域（片山竜二研究室）に赴任しました
谷川智之と申します。出身は愛知県で、博士号取得まで名古屋大学で学生時代
を過ごしました。博士前期課程まで澤木宣彦先生の研究室に在籍し、博士後期課
程では、澤木先生のご退職に伴い名城大学から名古屋大学に移られた天野浩先生
の研究室に在籍していました。名大・天野研の第一期生にあたるようです。また、
澤木研／天野研には、本学のOBの山口雅史准教授も在籍されており、特に親切
にご指導いただきました。山口先生は残念ながら 2013 年に若くして亡くなられ
てしまいましたが、私がアカデミックへの道を決めたのは山口先生の存在が大き
かったように思います。博士号を取得後には、東北大学金属材料研究所（金研）
に 7年間助教／講師として赴任しました。金研では松岡隆志先生の研究室に在籍
しておりました。名古屋－東北－大阪と旧帝大をまたぎ、それぞれの部局で経験
した良い文化やシステムは、本学の運営に活用できればと思います。
研究については、学生時代から現在に渡り、窒化物半導体のエピタキシャル成

長と光・電子デバイス応用に従事しています。また、窒化物半導体デバイスの高
性能化や新機能発現には、結晶の極性や欠陥の制御が重要ですが、これらの新し
い観察方法の研究も並行して進めています。特に最近では、バイオイメージング
に用いられる多光子顕微鏡を半導体の観察に応用し、窒化ガリウム結晶中の転位

の三次元形状を非破壊かつ高空間分解能で観察することができました。この技術は窒化物半導体をはじめ、ワイ
ドギャップ半導体の分野で（プチ？）ブレークしました。応用物理学会優秀論文賞に選定していただき、恐らく
研究者人生の節目の 1つである 30 代前半に大変有難い業績となりました。
金研時代に松岡先生から企業との共同研究のあり方を学び、阪大に赴任後も、いわゆる「営業活動」を行うよ
うになりました。大学では、科研費など国からの助成金に頼り社会との繋がりを一歩引いてしまいがちですが、
企業に研究の意義や情熱が正しく伝われば、投資していただくこともできます。「営業活動」の結果、2019 年度
は企業や研究所との共同研究を 4件以上進めることができました。特に工学研究科では研究成果をもって産業の
発展に貢献することは重要な使命だと思いますので、産学連携の活動はこれからも重視していきたいと思ってい
ます。何卒よろしくお願い致します。

情報通信工学部門
通信ネットワーク工学講座
フォトニックネットワーク工学領域

電子工学部門
エレクトロニクスデバイス講座
量子光電子デバイス領域

准教授　三科　健

准教授　谷川　智之
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卒業生の近況

中村　　哲（情報・平成 8年）
私は 1996 年 3 月に工学研究科 情報システム工学専攻 白川研究室にて修士を取得し、NTTへ入社しました。1999 年

の NTT再編後はNTT西日本に所属し、データセンタ・クラウド・ストリーミング等の事業を行うNTTスマートコ
ネクト社（NTT西日本グループ子会社）の立ち上げへの参画、米国Duke 大学（MBA）への海外留学、法人営業部門
における ICTソリューション営業やサービス企画開発等に関わる業務を経験しました。これらの業務に携わる上では、
在学中の研究活動の中で得られたプログラミングやコンピュータシステム関連の知識や経験を大いに活かすことができ
ました。現在は、西日本エリアの大学における、学内ネットワーク・サーバ基盤整備をはじめとする教育系 ICTソリュー
ションのご提供に関わる業務に携わっています。その中でも特に注力している取り組みの一つが、大学向けの証明書発
行サービスです。
日本におけるコンビニエンスストアは、全国で 5万店舗を超え重要な社会インフラのひとつとなっています。近年、

店舗数の拡大は落ち着いてきましたが、立地や営業時間のメリットを活かし、単なる物品の販売にとどまることなく、
コンビニATM、公共料金に支払いやチケット販売等様々なサービスを提供し拡大を続けています。そのような背景の
もと、NTT西日本では、コンビニエンスストアと連携し、2016 年 2 月に、日本で初めてコンビニエンスストアで大学
の各種証明書が発行できる「証明書発行サービス」の提供を開始しました。
証明書発行サービスとは、利用者（学生・卒業生）がパソコンやスマートフォンで証明書の発行申請・決済を行い、

コンビニエンスストア・大学構内の発行機・郵送で証明書を取得できるサービスです。在学生・卒業生を対象にしてお
り、今までは、大学へ証明書を取りに行ったり、郵送で申し込みを行う必要がありましたが、本サービスを利用するこ
とにより、身近なコンビニエンスストアで証明書を発行することができ、利用者の利便性を格段に高めることができま
す。また、大学にとっても、大学窓口業務の負担軽減、証明書発行機削減による投資・運用費軽減、現金収納業務の軽
減が期待できます。
昨今、情報通信分野の技術は著しい発展を遂げており、今後も、本サービスの提供拡大をはじめ、ICTを活用するこ

とによる社会課題の解決、地域の活性化に貢献できるよう、業務に邁進したいと考えています。
 （西日本電信電話㈱）

木村　孝之（電気・昭和 38 年）
昭和 38 年（1963 年）阪大工学部電気工学科を卒業しました。1964 年東京オリンピック、1970 年の大阪万国博覧会

に続き、電機業界は急速な繁栄をするとともに、社会のすべての面で主役を果たして来ました。2011 年の原発事故の
際に「たかが電気」と軽薄な発言した音楽家が居ましたが、現在でも「エネルギー」「コンピュータ」「通信」「IT」「AI」「運
輸」「製造業」「医療」「物流」「経済」その他の分野で、電気の果す役割を否定する方はいないでしょう。我々の従事す
る電気業界は、社会の主流として恵まれた環境が数十年続きました。
私は大手電機メーカに努めて、OBとなった後も今日まで、電気・通信分野の業務を続けています。澪電会の会員の方は、

仕事探しに苦労なく、社会の主流で活躍できる環境にあります。業務は全てやりがいのある希望の多い仕事に従事して
きました。電気業界は、常に進歩が激しく、どのような業務も常に新しい技術の吸収を抜きにて仕事が進まない状況で
あった。80 歳を間近に控えた小生は今も毎日、新しい技術の勉強に明け暮れています。目下の関心事は、5G・6Gの移
動通信、AI、IOTである。現役卒業の年に、「技術士」の資格を取り、その他各種の資格と現役時代の経験を生かした
業務を引き続き継続しています。なお、現役時代の業務は、防災無線設備、河川施設管理設備、道路管理設備、各種伝
送設備（無線、光ケーブル等）、各種監視設備（CCTV、画像処理等）、電力関係の監視・伝送設備、防衛関連設備等で
あった。どの業務も、そのプラントに関する運用・環境等幅広い知識を必要として、電気以外にも勉強に明け暮れる状
態です。「技術士資格」は最高の技術に関する国家資格で、企業内での専任管理職として、その後のコンサルタント業務、
技術関係企業内での技術業務に生かすことができ「生涯現役で」活躍することが出来ます。技術で生きる方は、学生時
代から、社会に出てからも、また企業を卒業した後でも是非「技術士」資格を得るようにしてください。

（KIMTEC木村技術士事務所 大阪銀杏技術士会 副会長）



― 12 ―

学生の声

Haris Malik Muhammad Amir（電気電子情報工学専攻　エラスムス・ムンドゥスコース (PIXNET）・M1）
Studying in a multicultural environment such as Japan is always a unique and welcoming experience. Same 
can be said about my life as an Erasmus+ PIXNET student in Japan. Photonic Integrated Circuits, Sensors and 
Networks (PIXNET) is one of the Erasmus+ program focusing on Optical Communications. It is two years master 
program under Erasmus Mundus Scholarship umbrella funded by the European Union. The program has four 
educational partners, Aston University - UK, Scuola Superiore Sant’Anna Pisa - Italy, Technical University 
Eindhoven ‒ Netherlands and Osaka University ‒ Japan and more than twenty industrial partners including Ericson, 
STMicroelectronics, KDDI R&D Lab (Japan) and NICT (Japan). The main focus of studies in this program includes 
Optical Communication, Nonlinear Photonics, Microwave Photonics and Integrated Photonics. I am one of the 
scholarship awardees for this program from Islamabad, Pakistan. My biggest motivation for applying in this program 
was my interest in the field of Photonics. The dual nature (wave-particle duality) of photons has always fascinated me, 
and manipulation of photons for communication systems is what motivated me to apply for this program. 
After spending a year at Aston University, I came to Maruta Laboratory, Osaka University for my third semester, 
and my experience in Osaka was unique and completely different from that of Aston. There was a big culture 
shift in Japan as compared to UK and Pakistan, the culture and work environment in Japan is different and equally 
fascinating. Japan has a very vibrant culture with its diverse foods, temples and historic architectures. My overall 
experience in Osaka University was eloquent and gratifying, the best part was the chance to interact and learn about 
different cultures. Also, the program made me realize more about the importance of the field that I am studying. All 
in all, the program enables you to meet different experts from your field, travel the world and helps you grow as a 
person by enabling you to make a positive impact towards the betterment of society. And, of course, at the end of it, 
you’ll have a degree in a very significant field of study.

伊藤　大樹（電気電子情報工学専攻　電気工学コース・M1）
私は幼いころ、父の仕事の関係で変電所の隣に住んでいました。あの「ブーン」という音は今でも耳に残っています。

年を経て、電気を生む発電所が必要なのは理解できましたが、変電所とは何なのか、何のためにあるのか。そのような
素朴な疑問が電気に対する興味の始まりであり、大阪大学、ひいては電気電子情報工学という領域を勉強しようと思っ
たキッカケであったと記憶しています。
今現在、私は舟木研究室に所属しており、キッカケとなった電力関連の分野とは異なっていますが、パワーエレクト

ロニクスの中心を担うパワー半導体デバイスのモデリングに関する研究を行っています。これから 3年目を迎えようと
していますが、小学校から大学に至るまで、中学受験や大学受験などの経験の中で『勉強』をする機会は多くあり、自
分の中でもある程度の自信はありましたが、『研究』をするのは全く初めての経験であり、最初は非常に戸惑いました。
過去から知見を得る『勉強』と、それを踏まえて新たな知見を得る『研究』では異なっており、分かっていないことが
何なのか分からない、という状況からのスタートながらも卒業研究等を経て、最近ではようやく新しいことを知る楽し
さや好奇心を感じながら日々『研究』に打ち込めています。
新たなことを知る、という点では舟木研究室はとても良い研究室で、ここではパワーエレクトロニクス分野という大

きな括りの中で、熱・ノイズ・電力系統など、各々が様々な研究をしています。自身の研究と異なる内容であることも
多いため、研究室の他の人たちがどのような研究をしているのか深くまで理解するのはやや難しくはなっていますが、
その分自分の知らない分野に関する物事や知識に触れる機会が多く、非常に刺激的な日々を過ごすことができています。
また、何よりも同じ研究室で苦楽を共にする友人たちに出会えたことは、私のこれからの人生の中でも大きな財産にな
ると感じています。
最後になりますが、大変貴重な勉学・研究の場を与えてくださり、ご指導・ご鞭撻を頂いている先生方、並びに時に

厳しく時に優しくアドバイス頂いている先輩方、そしてかけがえのない友人となった研究室の同僚たちに感謝を申し上
げます。残り 1年という短い期間ではありますが、知的好奇心や感謝の念を忘れず、有意義な研究生活を営みたいと思
います。
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吉原　拓哉（電気電子情報工学専攻　電子工学コース・M2）
私は B4 で量子電子デバイスコースの量子システム創成研究分野 ( 大岩研究室 ) に配属し、修士では電子工学コース

の集積量子デバイス領域（森伸也研究室）に移り、デジタル通信に用いられる、データ信号にクロックが重畳されてい
る信号に対してクロック及びデータを分離する、全デジタル・クロック・データ・リカバリ回路のFPGAを用いたエミュ
レーションを行いました。この 3年間の研究室生活は、目の前にある課題に向けて、試行錯誤しながら取り組み、目ま
ぐるしい日々を過ごしてきました。その中でも、学会等の発表の場や共著者として論文の執筆等、貴重な経験をするこ
とが出来ました。このような充実した生活を送れたのは担当教員の指導はもとより、日々協力し励ましあった研究室皆
様方のおかげだと思っております。
また学生生活を振り返ると、学業の以外の部分ではサークル活動に勤しんでおりました。私は飛行機制作研究会

albatross という毎年琵琶湖で行われる、鳥人間コンテストの上位入賞を目指し、人力飛行機を制作するサークルに所
属しておりました。本サークルは結成から 15 年目を向かえ、一貫して一般的な機体の安定性を担う、尾翼を無くし、
飛行効率を重視する独創的な機体の制作を行ってきました。結成当初から技術を積み重ね、自身としても工学研究科技
術部の職員方のご指導を頂きながら、金属加工技術に磨きをかけました。特にパイロットの駆動力をプロペラまで伝達
する、ギアボックスの設計製作技術に貢献することが出来ました。それらの技術力が実を結び、2014, 15 年度大会では
人力無尾翼機としては輝かしい成績を収めることが出来ました。こうした経験が出来たのは、目標に向かってチームで
のものづくりを遂行してきたメンバーは勿論のこと、学生チャレンジプロジェクトを通して経済的支援及び活動場所を
提供してくださっている、フロンティア研究センター（現オープンイノベーション教育研究センター：COiRE）の方々
及びご指導・ご支援を賜っている大学職員の皆様にこの場をお借りして御礼申し上げます。この学生生活で培ったこと
を活かして、社会に貢献できる人材になれればと思います。また、最後に恐縮ですが、大阪大学未来基金を通して適時
行っております、本サークルのクラウドファンディング活動に関して、引き続きご支援ご協力のほど、よろしくお願い
致します。

宮本　　拓（情報科学研究科　バイオ情報工学専攻・D1）
私は大学院から現在の専攻に所属しています。学部生の時は基礎工学部の電子物理科学科に所属していました。そこ

では物性物理を中心に通信や半導体の授業を受けていました。卒業研究では半導体の評価を行っていました。しかし制
御などシステム全体に関する勉強もしたいと考えていたところ、人間を一つの情報システムとして捉えた人間情報工学
という学術領域を知り強く興味を惹かれました。SF小説やゲームが好きだったこともあり人間に関することを専門に
研究をしたいと決心し、前田研究室にやってきました。
前田研究室に配属されてからは、学際分野であることもあり授業では学ぶことのできないことを多く学ぶことができ

ました。学部の時に学んだことと分野を超えて理解が繋がった時の嬉しさは今でも忘れることができません。これも学
際分野であることのメリットだと思います。おかげで自身の修士論文のテーマとなった身体拡張の研究を中心に、遠隔
操縦技術であるテレイグジスタンスや、電気刺激の研究に楽しく携わることができました。国内外の学会にも多く参加
させていただいて、貴重な経験を積むことができています。
また人間情報工学やVRに関する研究室ということもあり、実際に体験することのできる研究成果が多く、オープン

キャンパスや外部からの研究室見学などで研究紹介をする機会が多くあります。そういった場で、如何にわかりやすく、
楽しく研究内容を伝えるかというのはいい経験になりました。特に学生同士で「研究紹介の時、どう説明すれば伝わり
やすいか」などを議題に話し合うことは非常に良いプレゼンの練習になったと感じます。普段の研究室生活では皆が日
常的に雑談から研究議論までコミュニケーションを密にとれる環境であり、学生として、研究者として退屈しない時間
を過ごすことができました。このような環境で研究できることは大変ありがたく、ご指導頂いている先生方や研究室の
同僚には大変感謝しています。
博士後期課程になり 1年が経過しましたが、卒業までに多くのことを学び、楽しく、面白いと思ってもらえる研究を

続けていきたいと考えています。
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会員の方々のご活躍

叙勲・褒章・大臣表彰

三瓶政一先生
電波の日 総務大臣表彰

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

斗内政吉先生
応用物理学会フェロー表彰
重森啓介先生
大阪大学賞（教育貢献部門）
前川卓也先生
IPSJ/IEEE-CS Young Computer Researcher 
Award
安藤英由樹先生
日本設計工学会 The Most Interesting Reading 賞
林田祐樹先生、八木哲也先生
日本神経回路学会 優秀研究賞

宮地充子先生
CSEC優秀研究賞、
AsiaJCIS The Best Paper Award

駒谷和範先生
ICMI2019 Best Paper Runner-ups Award，
人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会
対話システムライブコンペティション 最優秀賞

安藤英由樹先生
東京都豊島区主催 マンガみらいハッカソン 大賞

谷川智之先生
応用物理学会 論文賞

就任（学会の要職等）

馬場口登先生
映像情報メディア学会 副会長
工学研究科長（令和元年 8月より）

令和 2年 3月電気系卒業者・修了者就職先

システム・制御・電力コース（17 名）
大阪市
大阪大学大学院（12）
JXTGエネルギー
東京大学大学院
㈱リクルート
未回答（1）

先進電磁エネルギーコース（13 名）
アサヒビール㈱
大阪大学大学院（7）
㈱東芝
未回答（4）

■学部卒業生の進学・就職先

■大学院前期課程修了者

量子電子デバイスコース（31 名）
大阪大学大学院（21）
㈱シグマクシス
未定（9）

通信工学クラス（46 名）
㈱ IDAJ
アトラス情報サービス㈱
NTTコミュニケーションズ㈱
大阪大学大学院（29）
㈱ Cygames

防衛省
みずほフィナンシャルグループ
未回答（11）

情報システムクラス（42 名）
NTTアドバンステクノロジ㈱
大阪大学大学院（29）
㈱ シティ・コム
シンプレクス㈱
未回答（10）

電気工学部門（39 名）
NTTコミュニケーションズ㈱
NTTデータ㈱
NTT西日本ビジネスフロント
大阪ガス㈱

大阪大学大学院（2）
オムロン㈱
川崎重工業㈱
関西電力㈱（3）
キヤノン電子㈱

KYB㈱
高周波熱錬㈱
コムチュア㈱
阪本薬品工業㈱
新日本工機㈱
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■大学院後期課程修了者

住友電気工業㈱（2）
ダイキンエ業㈱
中国電力㈱
中部電力㈱
東京電力
トヨタ自動車㈱
㈱ 中北製作所
㈱ニコン
日亜化学工業㈱（2）
㈱ PLAN-B
本田技研
マイクロンメモリジャパン合同会社
㈱ 松田ポンプ製作所
三菱電機㈱（2）
横河電機㈱（2）
㈱ワークスアプリケーションズ
未回答（2）

情報通信工学部門（45 名）
アクセンチュア㈱
イーソル㈱
NTTコミュニケーションズ ㈱
㈱NTTドコモ
㈱NSソリューションズ関西
㈱NTTデータ
NTTコムウェア㈱（2）
大阪大学大学院（6）
㈱オーディオテクニカ
オムロン㈱

㈱オプテージ
関西電力㈱
グーグル合同会社
KDDI ㈱ 
スズキ㈱
住友化学㈱
㈱ソニー・ミュージックエンタテイン
メント
㈱データグリッド
東京電力ホールディングス㈱
名古屋テレビ放送㈱
西日本電信電話㈱（5）
日本アイ・ビー・エム㈱
日本電営㈱
野村證券㈱
㈱ 野村総合研究所
㈱バッファロー
パナソニック㈱（2）
富士ゼロックス株式会社
フューチャー㈱
本田技研工業㈱
㈱三井住友銀行
三菱電機㈱
ヤフー㈱
楽天モバイル㈱

電子工学部門（28 名）
㈱NTTドコモ
LG Display Co., Ltd.

大阪大学大学院
オンキョー㈱
川崎重工業㈱
キリンホールディングス㈱
JR西日本㈱
㈱ 島津製作所（2）
住友電気工業㈱
千代田化工建設（2）
㈱デンソー
東京電力パワーグリッド㈱
トヨタ自動車㈱
西日本電信電話
パナソニック㈱
㈱ 日立製作所
本田技研工業㈱
丸紅㈱（2）
㈱ 三井住友銀行
㈱三菱総合研究所
三菱電機㈱
㈱村田製作所（2）
ヤンマー㈱
未定

情報科学研究科（4名）
㈱NSソリューションズ関西
NTTコムウェア㈱
日鉄ソリューションズ㈱
新日鉄情報通信システム㈱

電気工学部門（3名）
㈱オートリテール
㈱キーエンス
School of Indusrical Training and 
Education

電子工学部門（1名）
大阪大学

情報通信工学部門（5名）
大阪大学
㈱NTTドコモ

㈱ SRD
日本電信電話㈱ 情報通信
ヤフー㈱（2）
University of Computer Studies, 
Yangon
未回答 情報通信（2）

注意： 会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（令和 2年 2月末まで）に回答の
得られたものを（順不同で）記載しました。
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教室情報

令和2年度電気電子情報通信工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報通信工学専攻長 森　　伸也　教授
電気工学部門長 上田　良夫　教授
情報通信工学部門長 滝根　哲哉　教授
電子工学部門長 森　　勇介　教授
電気工学コース長 牛尾　知雄　教授
情報通信工学コース長 宮地　充子　教授
電子工学コース長 廣瀬　哲也　教授
イノベーションデザインコース長 森　　勇介　教授
グローバルサイエンス& テクノロジーコース長 丸田　章博　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 三瓶　政一　教授
電気電子工学科目長 牛尾　知雄　教授
電気工学コース長 牛尾　知雄　教授
電子工学コース長 片山　竜二　教授
情報通信工学科目長 宮地　充子　教授
通信工学コース長 宮地　充子　教授
情報システム工学コース長 前田　太郎　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 八木　哲也　教授
電気電子情報工学専攻
電気工学コース 児玉　了祐　教授
情報通信工学コース 井上　　恭　教授
電子工学コース 八木　哲也　教授
電子情報工学科
電気工学コース 児玉　了祐　教授
電子工学コース 八木　哲也　教授
通信工学コース 井上　　恭　教授
情報システム工学コース 渡辺　　尚　教授

電気系人事（平成 31年 4月 2日～令和 2年 4月 1日）
兼本　大輔 講　師 令和元年 06 月 01 日 着　任
川山　　巌 准教授 令和元年 09 月 30 日 退　職
 （京都大学へ）
三浦　克介 准教授 令和元年 09 月 30 日 退　職
 （パーソルR&D株式会社へ）
牛尾　知雄 教　授 令和元年 10 月 01 日 着　任
吉田　浩之 講　師 令和元年 10 月 01 日 昇　任
林　　克彦 助　教 令和元年 10 月 01 日 退　職
 （東京大学へ）
武田　　龍 准教授 令和元年 12 月 16 日 昇　任
畑中　健志 准教授 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （東京工業大学へ）
楠木　祥文 助　教 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （大阪府立大学へ）
林田　祐樹 准教授 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （三重大学大学院へ）
西　竜治 准教授 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （福井工業大学へ）

安藤英由樹 准教授 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （大阪芸術大学へ）
畠中　理英 助　教 令和 2年 03 月 31 日 退　職
 （福知山公立大学へ）
義久　智樹 准教授 令和 2年 04 月 01 日 移　動
 （大阪大学サイバーメディアセンター（豊中）へ）

母校の教壇に立つ本会会員（令和元年度）
・パワーエレクトロニクス理論
 伊瀬　敏史（電気・昭 55）
 学校法人奈良学園 理事長
・電機システム制御
 伊瀬　敏史（電気・昭 55）
 学校法人奈良学園 理事長
 平瀬　祐子（電気・平 28 博）
 川重テクノロジー株式会社 システム開発事業部
 機電システム部 第一課 主事
・電力工学Ⅰ
 堀田　沙織（電気・平 19）
 関西電力株式会社 火力事業本部 火力開発部門
 開発技術グループ
・産業社会と工学倫理
 小島　康弘（電気・昭 63）
 三菱電機株式会社 電力システム製作所
 電力 ICT技術部
 ICT企画課 課長
 木村　秀夫（電気・昭 62）
 西日本旅客鉄道株式会社 鉄道本部
 電気部 電気技術室長
 松岡　秀浩（通信・平 6）
 株式会社東芝 技術・生産統括部 技術企画室 参事
 木村　浩三（情報・平 10 博）
 パナソニック株式会社 アプライアンス社 技術本部
 総括担当主幹
・電気工学特別講義
 蓑毛正一郎（電子・昭 60）
 株式会社 ダイヘン 取締役 常務執行役員
 技術開発本部長
・プラズマフォトニクス
 藤田　雅之（電気・昭 58）
 ゼータフォトン株式会社 技術顧問
・電気絶縁工学
 牛尾　知雄（電気・平 5）
 首都大学東京 システムデザイン学部 教授
・情報通信工学特別講義
 安部田貞行（通信・平 5）
 株式会社NTTドコモ 無線アクセス開発部 担当部長
 宮崎　　滋（通信・昭 62）
 関西電力株式会社 IT 戦略室 チーフマネジャー
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澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援
を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。
さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
適宜必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45 年から大正 2年頃に結成されて（第 1回会報　山
口次郎「澪電会小史」より）以来、今や約 1万名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業祝賀謝恩会、
見学会、新入生歓迎会、講演会そして支部活動と活発に活動しております。しかし、残念ながら運営の基盤とな
る会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。このような状況のもと、澪電会では、会の
趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額 50,000 円／一口以上）を企業の方を対
象に募集しています。なお、下記の特典に記した通り、ご賛同の企業さまには、賛助会員企業（サポート企業）
であることを澪電会会員に活動を通じて周知いたします（本会から発信する会報等には、サポート企業名とURL
等を掲載）。また卒業生と在校生の交流会等のイベントにも、優先してご参加のお声掛けをいたします。
大変恐縮ではございますが、どうぞこの主旨をご賢察の上、澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれまし
ては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

【会費】　一口 50,000 円／一口以上
※一年間は 4月から翌年 3月です。
ご入会年は無料で下記の特典が受けられます。
【賛助会員企業の特典】
（1）　会員名簿における企業広告（A4判 1ページ）の掲載（名簿発行年に限る）
（2）　会員名簿における賛助会員としての企業名の記載（名簿発行年に限る）
（3）　卒業生と在校生の交流会にて企業紹介
（4）　卒業祝賀謝恩会受付、総会受付、卒業生講演会会場にて企業名を掲示
（5）　電子版会報REIDENにおける広告掲載（年 1回の発行）
ご賛同していただける場合には、下記の澪電会事務局までお知らせください。

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

申込用紙を電子メールにてご送付させていただきます。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。

JFEスチール株式会社　　　https://www.jfe-steel.co.jp/

株式会社ダイヘン　　　　https://www.daihen.co.jp/

株式会社デンソー　　　https://www.denso.com/jp/ja/

日本製鉄株式会社　　　https://www.nipponsteel.com/

富士通株式会社　　　https://www.fujitsu.com/jp/

KDDI 株式会社　　　https://www.kddi.com/

東京エレクトロン株式会社　　　https://www.tel.co.jp/

匿名企業　1 社
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同窓会だより

平成31年電子情報工学科特別講演会および
澪電会入会歓迎会

11 回目となる電子情報工学科特別講演会、電子情報工
学科入学・澪電会入会歓迎会が、平成 31 年 4 月 1 日（月）
に開催されました。このイベントは、例年、いちょう祭
期間（5月のゴールデンウィーク）中に開催されていま
す。2019 年度は、天皇の即位の日（5月 1 日）が休日と
なったことによってゴールデンウィークが 10 連休とな
り、その真中付近の日に学生を登校させることは好まし
くないであろうとの判断から、年度初めの開催となりま
した。翌日の 4月 2日が入学式であり、それに先立って、
初めて 2019 年度電子情報工学科新入生が一堂に会する
機会となりました。
電子情報工学科特別講演会は、15 時～ 16 時半に U2-
311 講義室にて、電子情報工学科長・三瓶政一教授（教
員）の司会で行われました。一件目の講演では、パナソ
ニック株式会社 エコソリューションズ社イノベーショ
ンセンターの松久裕子様が、「学生から社会人への変容」
と題して講演されました。松久様は、ご自身の学生時代
ならびに就職後の企業での研究・開発の経験を踏まえ、
「社会に出ると、『あなたは何ができますか？』、『あなた
は何をしたいですか？』と問われます。今のうちからそ
れらを意識して、学生生活を送ってください。」と、新
入生を激励されました。二件目の講演では、国立研究開
発法人 情報通信研究機構の釼吉 薫様が、「大学学生と社
会人 - 情報通信の国際標準化に携わって -」と題して講
演されました。釼吉様は、ITU-T（国際電気通信連合 電
気通信標準化部門）において国際標準化の作業に携わら
れた経験から、「標準化は、研究成果を社会実装するた
めのツールである」と、標準化の重要性を説明されまし
た。特別講演会に参加した 164 名の電子情報工学科新入
生は、大阪大学での最初のイベントということもあり、
緊張した面持ちで講演に聞き入っていました。
講演会終了後、17 時から、センテラス 3階において、
電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会が開催されまし
た。電子情報工学科の蔵満康浩教授（教員）の司会のも
と、最初に白神宏之副会長（電気・昭 54）から挨拶と澪
電会の紹介がありました。この中で、澪電会が長い歴史
と大勢の会員を有する同窓会組織であることや、その名
前の由来、在学中ならびに卒業後に様々な形で会員をサ
ポートしてくれることなどが紹介されました。その後、
ジュースで乾杯した後、大阪大学、電子情報工学科、澪
電会にまつわる様々なトリビアを問題としたクイズが行

われ、楽しみながら、これらの組織について学びました。
最も成績の良かったグループには、景品が贈られました。
講演会では緊張した面持ちであった入学生も、クイズの
頃にはすっかり打ち解け、盛り上がっていました。
 （松岡俊匡（電子・平元）記）

NEOCOMM（新制通信28年卒）
令和元年記念同窓会

日　時：令和元年 5月 14 日（火）12：00 ～ 15：00
場　所：宝塚市宝塚ホテル内「ソラレス」
出席者：東地区（塩崎　北條）

西地区（笹瀬　末田　田中　田原　仲井
鍋島　細馬　松井）

 以上 10 名

恒例のNEOCOMM同窓会を本年も昨年と同時期に同
場所で開催した。
今年は奇しくも新元号“令和”施行早々の 5月中旬開催

の記念すべき会となった。
顧みれば同窓生 43 名のうち先立たれた友は 4月現在

で 22 名となり、現存者の 21 名全員に開催案内を送った
が更なる高齢化も進み、体調を崩し療養中や所用で欠席
された会員を除き出席者 10 名のやや寂しい会となった。
会に先立ち代表幹事の挨拶に続き、先ず物故の友への

ご冥福と療養中の友の快癒と全員の更なる健勝を祈念し
て会は始まった。一年ぶりの懐かしい会合とあって終始
楽しい雰囲気の中懇親が続き、旧交を暖めつつ盛会裡に
会を終えることが出来た。
会員名簿と共に現存者全員の近況短信も一覧にして配

布したので、欠席者の近況にも話題が及んだ。
会の中では、人生の終馬期を迎えるにあたり、今日ま

で生を享けた幸せとその成長研讃の一時期を共に過ごす
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ことが出来た同窓の友との縁に恵まれたことに感謝しつ
つ、お互いに残された余生の日々を有意義に大切に過ご
すことを語りあった。
会を終えるにあたり、今後の会の継続について今回も

話題となったが、卒業後の親睦を目的に有志の尽力で連
綿と続いた同窓会も誠に寂しい限りではあるが会員も半
数となり、正規の会も継続困難が予想され残念ながら今
回を以って閉じることになった。
しかし同窓生の、“絆”のよりどころを何とか継続し

たいとの会員の希望もあり、有志の協力で年に一回会員
の近況を集めて“NEOCOMM”だよりとして発行し情
報交換を継続することになった。
 （幹事：末田　松井　田中）

電気昭和 3 6 年卒同窓会
（山鹿会：令和元年鎌倉総会）

日　時：令和元年 5月 22 日、23 日
場　所：KKR鎌倉わかみや（宿泊）
出席者：22 名
 相山　池内　井原　河津　重松　世古　島
 田中（敏）　棚橋　田畑　中井　松岡　溝口
 村田
 夫妻で出席　笠井　川辺　西村　濱口
 以上　22 名

昭和 36 年電気工学科卒業の同窓会を鎌倉にて開催致
しました。80 歳を超えての同窓会ですが、還暦を過ぎて
からは体調を考慮して、夫妻で参加するメンバーも歓迎
しております。卒業生の総数は 47 名でしたが現在 41 名
は健在です。これまでの同窓会と同様、総会を含め、当
日午後は北鎌倉に集結し 16 名が 3 グループに分かれ、
ボランティアガイドの案内で鎌倉を散策、夕方から総会
と懇談会を KKR 鎌倉わかみやで和やかに実施、近況、
旅行、ボランティアや趣味などの自慢話に華を咲かせま
した。翌日はオプショナル観光組 10 名（ガイド付き）
とゴルフ組 8名に分かれ鎌倉同窓会を満喫しました。

令和元年度澪電会 総会・講演会・懇親会

令和元年 6月 7 日（金）大阪新阪急ホテルにて、令和
元年度澪電会講演会・総会・懇親会が 113 名の参加者を
得て開催されました。昨年度までは、学内幹事が中心と
なって企画・運営されていましたが、今年度から、企業
幹事が中心となって開催される形に変更され、初の開催
となりました。また、昨年度までは、講演会、総会、懇
親会の順で開催されていましたが、講演会ならびに懇親
会を澪電会会員以外の方々へも開放し、参加しやすくす
る観点から、総会を初めに行う形となりました。講演者
についても、昨年度までは、学内教員が担当する習わし
でしたが、今年度からは、それに拘らず、一般の方にも
興味を持って頂けそうな講演者・話題を選定することと
なりました。
講演会に先立って「花の間」にて午後 5時から令和元

年度澪電会総会が行われました。丸田章博前幹事（通信・
昭 63）の司会のもと、はじめに、村上孝三前会長（電子・
昭 46）から挨拶が行われました。続いて、舟木剛前総務

観光組

ゴルフ組（鎌倉カントリークラブ）
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幹事（電気・平 3）から平成 30 年度事業報告が、渡辺尚
前会計幹事（通信・昭和 57）から平成 30 年度会計収支
の報告がそれぞれ行われ、承認されました。次に、新会
長の選出が行われ、村上前会長から推薦された株式会社
NTTドコモ・シニアアドバイザーの山田隆持氏（通信・
昭 46）が選出されました。新会長から挨拶が行われた後、
新副会長 1名、新幹事 8名、ならびに 7名の再任役員が
それぞれ指名され、承認されました。続いて森勇介新総
務幹事（電気・平成 3）の代理として松岡俊匡幹事（電子・
平元）から令和元年度事業計画案が、また、片山竜二新
会計幹事（教員）から令和元年度予算案の説明がそれぞ
れ行われ、拍手をもって承認されました。総会の最後には、
会場から、「従前の活動を踏襲するだけではなく、澪電
会活動に新たな工夫を」との意見が出されるなど、活発
な議論が行われました。
総会に引き続き「花の間」にて、令和元年度澪電会講

演会が高垣恵孝幹事（通信・平 6）の司会で開催されま
した。今回は、学内教員に拘らずに講演者を選定すると
の方針となって初の試みとして、関西電力株式会社経
営企画室イノベーション推進グループの森脇健吾氏に
より、「大企業においてボトムアップでイノベーション

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会

（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお

ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全

財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。

を実現するには ～ iino 時速 5kmで自動走行するモビリ
ティサービス開発プロジェクト～」と題する講演が行わ
れました。森脇氏は、関西電力社内において、ベンチャー
的な新事業として、徒歩程度の低速で走行する自動走行
移動体の開発という、大変ユニークなプロジェクトを立
ち上げられており、その概要について講演されました。
講演後、会場からは、「保守的な印象のある電力会社内
で、このような独創的な事業が成立するのはなぜでしょ
うか？」など、活発な質疑応答が行われました。
懇親会は、午後 7時より、会場を「紫の間」に移して、

鶴田義範幹事（電気・平 3）の司会のもとに行われました。
山田会長の挨拶のあと、奈良学園大学学長・大阪大学名
誉教授の辻毅一郎先生（電気・昭 41）ならびに、株式会
社ダイヘン理事の石井　晶様（電子・平元）からご祝辞
を頂戴しました。祝電披露の後、村上前会長の音頭で乾
杯し、賑やかな歓談のひとときを持ちました。最後に、
来年度総会・講演会・懇親会幹事（予定）の寺本昌弘幹
事（通信・平 13）・渡辺健司幹事（電子・平成 4）の発
声のもと万歳三唱を行い、盛会裡に散会しました。
 （松岡俊匡（電子・平元）記）
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澪電会だより －本部・支部活動報告－

澪電会の新しい試み：
咲耶会との交流会を開催

澪電会では令和元年の新事業として、旧大阪外国語大
学（現大阪大学外国語学部）の同窓会組織であります咲
耶会との連携イベントを開始いたしました。これは同じ
母校を持つ若手のための交流会の提案です。この経緯
は、令和元年 6月の澪電会総会の懇親会で、山田会長か
ら「新しい企画で澪電会を盛り上げ、若手の元気に繋げ
たい」「若手が澪電会の催しに参加するためには何が必
要か」「他の学部も同窓会員獲得に苦労していると聞く」
「若手のために楽しいイベントを主催してはどうか」「男
女半々になるような企画が望ましい」「一度、咲耶会に
声をかけてみてはどうか」とのご提案に至り、その周囲
にいたメンバーが、「是非やってみましょう！」と盛り
上がったからです。
それから澪電会役員と咲耶会関係者で準備いたしまし

て、11 月 28 日に JR 天満駅直ぐの中華料理の名店「双
龍居」で第 1回目を開催できました。参加者は澪電会か
ら 21 名、咲耶会からは 29 名、山田会長のような保護者
的立場の方々が 10 名で総勢 60 名の参加者が集まりま
した。初対面の方々が多いということもあり、カウンセ
ラーの根岸和政先生（阪大工学研究科講師）にコミュニ
ケーションが良くなるポイントを教えて頂きながら楽し
く進行するような仕掛けを用意いたしました。盛り上が
るのかどうか幹事側の心配を跳ね除けるほど、開始早々
から各テーブルが大いに盛り上がり、2 次会に進展した
グループもあったと聞いています。若手が生き生きして
いる交流会の様子を写真でもお示しいたします。
準備の段階で澪電会役員の方々にメールで相談してい

る中で、他の支部でも同様の試みをしてみたいとの声や、
咲耶会の方からは若手だけでなく、ミドル層の異業種交
流会も支援しましょうとのご提案を頂いたりいたしまし
た。本イベントの幹事といたしまして、今回の成功は本
当に嬉しく思いました。今回の企画を契機として、若い
会員の方々が自ら行事を企画・運営する澪電会の青年部
会的なものを立ち上げられないか今後検討していければ
と思います。このようなイベントが澪電会と咲耶会の活
性化に繋がることを祈念して、ご報告とさせて頂きます。
 （大阪大学教授　澪電会総務幹事　森勇介記）
 （大阪大学産学共創・渉外本部（咲耶会窓口）　𠮷田富士江記）

令和元年度  澪電会東京支部総会報告

2019 年 4 月 12 日（金）、東京都港区のメルパルク東京
にて、毎年恒例の東京支部総会を開催しました。来賓と
して村上孝三澪電会会長、山田隆持澪電会副会長、舟木
剛澪電会総務幹事、池田博昌大阪大学工業会東京支部支
部長、ご講演をいただいた原田博司先生（京都大学大学
院情報学研究科通信情報システム専攻教授）をお招きし、
総勢 112 名の参加を得て、賑やかに旧友や先輩後輩との
再会を楽しみました。
講演会では、原田博司先生より「通信の研究開発／実

用化／教育において新しい時代に考えるべき大事なこと　
～負けないこと、投げ出さないこと、逃げ出さないこと、
信じ抜くこと？～」と題してご講演をいただきました。
通信の研究開発／実用化／教育において、多様化する国
際社会の中こうすれば成功するという方程式をつくれな
くなってきており、結果、日本の存在感がほとんどなく
なってきているという問題意識のもと、様々な科研究や
標準化活動に従事されてきた原田先生のお話は、具体性
に富み、多くの示唆を得られるものでした。
懇親会では、まず、森山隆志澪電会東京支部長代行か

らの開会宣言があり、続いて村上先生、山田様、池田様よ
りご挨拶をいただきました。村上先生からは、多数の参加
者が集まったことへの感謝のお言葉を頂くとともに、本
部代表として東京支部へのお祝いを賜りました。その後、
舟木先生から乾杯のご発声があり、その後は皆様による
懇談となりました。壇上に上がっての記念撮影や久しぶ
りに会う方々の挨拶や笑いなど、会場のあちらこちらで
歓声が飛び交う賑やかな歓談となりました。会の中盤で
は、舟木先生より大阪大学と澪電会の近況について、スラ
イドを交えてご報告をいただきました。終盤には、本年総
会幹事会社を代表して森山隆志氏（日立ソリューションズ・
テクノロジー）からお礼の挨拶があった後、次回総会幹事
会社を代表して山田淳氏（東芝）と福永茂氏（沖電気工業）
から来年に向けての決意表明と万歳三唱が行われ、盛会の
うちに総会を終了することができました。
 （中川忠輔（情報・平 14）記）

令和元年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部では、令和元年 9月 28 日（土）に支
部総会、懇親会を富山県黒部市宇奈月温泉のホテル渓仙
で開催するとともに、宿泊の後、翌日の 29 日（日）に
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関西電力黒部ルート（黒部川電気記念館、黒四発電所、
黒部ダム）の見学会を実施しました。本部から山田隆持
会長、森勇介幹事をご来賓としてお迎えし、総勢 14 名
の参加となりました。
当日は富山地方鉄道宇奈月温泉駅に集合後、徒歩で総

会会場のホテル渓仙に移動しました。総会は仁木支部長
の挨拶から始まり、山田会長にご挨拶いただきました。
続いて平成 30 年度の事業報告と会計決算報告、令和元
年度の事業計画案等の審議を行い、全会一致で原案どお
り承認されました。その後、森幹事から「大学の社会
的使命と澪電会の役割 イノベーション創出と社会実装」
と題しご講演いただきました。
そして、源泉かけ流しのお風呂で日頃の疲れを癒した

後、宴会場に場所を移し懇親会を開催しました。日本海
の幸と北アルプスが育んだ食材を使った料理と地酒を味
わいながら、参加者全員による自己紹介と近況報告を行
い、会員相互の親睦を深めました。
翌日は早朝から、黒部川電気記念館を見学した後、黒

部峡谷鉄道のトロッコ電車に乗車し宇奈月駅を出発しま
した。トロッコ電車終点の欅平駅から工事用施設区間で
ある関西電力黒部ルートに入り、標高差 200mの竪坑エ
レベータ、トンネル掘削中に岩盤温度 160℃以上の高熱
地帯に遭遇する難工事となった上部専用軌道を乗り継ぎ、
黒部川第 4発電所に到着、発電所内を見学しました。発
電所は国立公園内ということもあり、自然環境を大切に
するため完全地下式となっています。そして、発電所内
事務所での昼食後、傾斜角度 34°、高低差 456m、斜距離
815mのインクライン、約 10kmの黒部トンネルを走る
バスを乗り継いで黒部ダムに到着し、日本一の誇る高さ
186mのダム壁面から勢いよく水が噴き出す観光放水など
の見学を自由散策で行いました。黒部ダムからは、2019
年 4月に新しく登場した電気バスに乗車し関電トンネル
を長野県方面に向かい、扇沢駅でマイクロバスに乗り換
え JR信濃大町駅に到着しました。さらにマイクロバスを
乗り換え JR糸魚川駅に移動し、最終解散となりました。

丸 1日の見学会を通して、参加者全員がダムや発電所の
規模に驚嘆するとともに、戦時下から戦後の復興期にか
けて急速に高まった電力需要に対応するため、難工事を
克服してきた先人の偉業を実感することができました。
最後に、見学会をお世話くださった関西電力様、ご関

係先の皆様に厚く御礼申し上げます。
 （高橋健一（情報・平 9）記）

令和元年度  澪電会四国支部総会報告

四国支部では、2019 年 11 月 9 日（土）に、設備見学
会を愛媛県西条市、総会および懇親会を新居浜市で開催
しました。昨年 11月に続き、14年連続での開催でした。
当日は、本部より白神宏之副会長、森勇介幹事をご来

賓としてお迎えし、四国支部からは綿森道夫支部長をは
じめ 20名の参加者を得ることができました。
まず、四国で唯一の大規模ビール工場であるアサヒビー

ル四国工場の設備見学を行いました。大型スクリーンでア
サヒビールの取り組みについて学んだ後、専属アテンダン
トの案内のもと、工場内の製造ラインを見学しました。最
初に、主原料である麦芽やホップに直接触れ、香りを嗅ぎ、
ビール製造の世界に没入していきました。次に仕込釜やコ
ントロール室などの設備を見学し、その規模感に驚かされ
ました。品質管理工程では、専門の担当者による官能検査
について説明があり、機械だけでは管理しきれない品質の
妙について、活発な質問が飛び交いました。びん詰・缶詰
工程でダイナミックさを感じた後は最後のお楽しみ、試飲
の時間となりました。広々としたゲストホールでできたて
の生ビールを堪能し、一同、見学した製造ラインを思い起
こし、そのおいしさに浸りました。
総会では、細井の司会で、綿森支部長の挨拶から始ま

り、白神副会長からご挨拶を頂きました。綿森支部長か
らは、参加頂いたご来賓や支部会員へのお礼や支部活動
における今後の方針や活性化への抱負などについて挨
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拶。白神副会長からは、澪電会本部および各支部の活動
近況、母校をサポートする体制づくりのお願いや支部へ
の激励のお言葉を頂戴いたしました。森幹事からは、母
校の学科・研究室の組織の状況、新設のイノベーション
デザインコースやご自身の取り組みを題材にした大学の
社会的使命等について分かりやすくお話いただき、支部
会員の方々からは、これからの時代に求められるイノ
ベーションの創出と社会実装のために何が必要かを考え
るきっかけになったと好評であり、非常に有意義な場と
なりました。
引き続き議案審議に移り、細井より 2018 年度の決算、

2019 年度の活動計画や予算の議案を提案し、全会一致で
承認され、総会は無事終了いたしました。
総会の後、懇親会に移り、坂入元支部長の乾杯の音頭

により、懇談に入りました。頃合いを見計らい、参加者
による自己紹介と近況報告を行いました。皆さんお話好
きの方ばかりで、例年にもれず全員が話し終わるころに
は、終了予定時刻となり、井上支部会員の音頭でお開き
となりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に、心より

御礼申し上げます。
 （細井宏昭（工修・平 17）記）

令和元年度  澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、令和元年 11 月 16 日（土）、支部
総会、見学会および懇親会を開催しました。ご来賓と
して澪電会会長の山田隆持様（通信・昭和 46）、総務幹
事の森勇介先生（電気・平成 01）にお出で頂きました。
支部からは平田晃正東海支部長（通信・平成 08）をは
じめ、昭和 35 年卒から平成 27 年卒までの 24 名の支部
会員が集い、合計 26 人の盛会となりました。
地下鉄名古屋港駅下車してすぐのガーデンふ頭には名

古屋港水族館や南極観測船ふじなど人気の観光スポット
が密集しています。まずは名古屋港湾会館の会議室に集
合し、総会を行いました。平田支部長による開会の御
挨拶の後、山田澪電会会長から御挨拶を頂戴しました。
議事に入り、平田支部長より活動報告および計画、高田
会計幹事より予算案が示され、承認されました。また、
平田支部長より現幹事団に加えて明電舎の森田一徳氏
（電気・平成 18）を新たに迎えるとの発議がなされ、拍
手をもって承認されました。議事終了後、森澪電会総務
幹事より「大学の社会的使命と澪電会の役割 イノベー
ション創出と社会実装」という題で、母校の動向やイノ
ベーションデザインコースの新たな取り組みなどについ
て概説頂きました。
総会の後には名古屋港ポートビル最上階の展望台に移

動し見学しました。地上 53 メートルの高さからは名古
屋港全体がぐるりと一望でき、遠くに鈴鹿山脈も見えま
す。折しも日暮れ時となって、綺麗な夕焼けと日の入り
を拝むことができました。次に、水上バスにてささしま
ライブへと向かいました。ガーデンふ頭から中川運河を
北上するおよそ 45 分のコースで、昭和の名古屋市の成
長を支えたノスタルジックな倉庫群などを見ることが出
来ました。名古屋港と中川運河の間には水位差があるた
め、通船門を設けて水位調整がなされています。コース
途中では船上にて水位調整を体験することができ、貴重
な機会となりました。
懇親会は、ささしまライブのOsteria L¶amante Nagoya 

Global Gate で開催されました。平田支部長の挨拶の後、
片山正昭前東海支部長（通信・昭和 56）のご発声で乾杯
し、来賓と会員、会員相互で話が弾み、佐治学氏（電気・
昭和 35）の音頭のもと、一本締めで懇親会を終えました。
なお、今年度は例年にない新たな企画として、令和元

年7月19日（金）に夏の納涼懇親会を名古屋柳橋ビアガー
デンにて行いました。仕事帰りに気軽に参加頂けるよう
にと金曜夕方開催にて企画しましたが、16 名の支部会員
が集い盛会となりました。
 （松井龍之介（電子・平 11）記）

令和元年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では，支部総会および懇親会を 11 月
23 日（土）に開催いたしました。本部よりご来賓として
会長の山田隆持様，総務幹事の森勇介先生にご出席賜り
ました。九州支部からは 8名が出席しました。
開催地は福岡県太宰府市としました。当日は JR都府楼

南駅に集合後，令和ゆかりの地である坂本八幡宮を訪れ，
太宰府政庁跡や太宰府展示館を散策しました。写真は政庁
跡石碑（都督府古趾）の前で撮影したものです。また，程
近くの九州国立博物館において特別展「三国志」が開催さ
れており合わせて見学を行いました。博物館から支部総会



― 26 ―

会場のまでの徒歩移動のなかで菅原道真公を祀る太宰府
天満宮に立ち寄り，短い時間でしたが拝観しました。
支部総会は太宰府市地域活性化複合施設である太宰府
館において執り行いました。総会では三谷支部長からの挨
拶のあと，議事として支部事業ならびに会計報告を行い，
原案どおり承認されました。その後，ご来賓の山田様から
ご挨拶を賜りました。続いて，森先生からは「大学の社会
的使命と澪電会の役割　イノベーション創出と社会実装」
と題してご講演を賜り，ベンチャービジネスについて熱く
語っていただきました。場所を移して太宰府別荘自然庵に
て懇親会を行い，和やかな雰囲気のなか澪電会のつながり
を改めて感じる貴重な時間となりました。
ご多忙の中，ご出席くださいました皆様方に感謝申し
上げます。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切にお
願い申し上げます。とくに若手の会員のみなさまのご参
加をお待ちしております。
 （渡邊政幸（電気・平 13）記）

令和元年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、令和元年 12月 7日（土）に最新
の都市型データセンターとして 2016 年に完成したエネル

ギア・コミュニケーションズ広島データセンターにて見
学会を行い、同会場にて支部総会を開催いたしました。
本部からは山田会長、森幹事をご来賓としてお迎えし、

中国支部からは、高見佳宏中国支部長（電 S59）をはじ
めとして、総勢 21 名の方にご出席いただき、合計 23 名
の盛会となりました。
当日は、JR 広島駅に集合後、近年、開発が進んでい

る広島駅北エリアに位置する広島データセンターへ徒歩
にて移動し、見学会を行いました。
見学会では、高品質・高信頼性が確保された最新のサー

バー設備や社内のデータ管理体制をご紹介いただくとと
もに、災害リスク等を考慮した高水準な耐震設計、およ
び情報の漏洩を防ぐための厳重なセキュリティ体制など
について詳細にご説明をいただきました。
見学会後、支部総会を開催し、山田会長からご挨拶を

いただくとともに、森幹事より母校の近況についてご紹
介いただきました。
総会後の懇親会では、近況報告を行うことで和気あい

あいとした有意義な時間を過ごし、来年度の再会を期し
て散会となりました。
今年度も多数の方にご出席いただき、盛会とすることが

できました。ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に
感謝申し上げます。来年度も同時期に開催する予定ですの
で、多数ご出席下さいますようお願い申し上げます。
 （天野智文（電気・平 21）記）

新型コロナウィルスの感染拡大に伴うイベント開催中止について

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、令和 2年 3月に予定していました下記のイベントを開催中止いたしました。
令和元年度　卒業生と在校生の交流会
令和元年度　電気系卒業祝賀・謝恩会
令和元年度　情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会
また、国内の感染者増加に伴う感染防止策のため、5月までに予定していた下記のイベントも開催中止いたしました。
令和 2年度　電子情報工学科特別講演会澪電会入会歓迎会
令和 2年　澪電会ホームカミング day（いちょう祭中止）
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クラス委員

（電気工学科・電気工学科目・
電気工学専攻）
 学部 修士
昭和16年  高田　源次
 20年  樋口　正樹
 22年  山下　義美
 26年  近藤　道治
 28年旧  藤井　克彦
 28年新 30年 辻　　三郎
 29年 31年 升田　公三
 30年 32年 味村　健三
 32年 34年 大川進一郎
 33年 35年 鈴木　　胖
 34年 36年 白藤　純嗣
 35年 37年 松浦　虔士
 36年 38年 濱口　智尋
 37年 39年 黒田　英三
 38年 40年 梅本　隆司
 39年 41年 武藤　成生
 40年 42年 赤澤　堅造
 41年 43年 辻　毅一郎
 42年 44年 佐々木孝友
 43年 45年 朴　　炳植
 44年 46年 谷内田正彦
 45年 47年 織田　守昭
 46年 48年 土師　總一
 47年 49年 大森　　裕
 48年 50年 原　　　格
 49年 51年 田中　和夫
 50年 52年 伊藤　利道
 51年 53年 木村　紀之
 52年 54年 山本　正純
 53年 55年 阪部　周二
 54年 56年 白神　宏之
 55年 57年 伊瀬　敏史
 56年 58年 三谷　康範
 57年 59年 裏　　升吾
 58年 60年 尾崎　雅則
 59年 61年 江川　泰弘
 60年 62年 秋葉　龍郎
 61年 63年 服部　励治
 62年 平成元年 佐伯　　修
 63年 2年 藤井　龍彦
平成元年 3年 森　　勇介
 2年 4年 仙井　浩史
 3年 5年 舟木　　剛

 4年 6年 岩井　　真
 5年 7年 藤田　和久
 6年 8年 板垣　鉄平
 7年 9年 川瀬　博基
 8年 10年 斎藤　貴光
 9年 11年 中島　弘朋
 10年 12年 矢野　雅一
 11年 13年 緒方　晋也
 12年 14年 山下　勝則
 13年 15年 小谷　研太
 14年 16年 犬伏　雄一
 15年 17年 小島　鉄也
 16年 18年 坂本　雅樹
 17年  村井　良多
 18年  吉田　　央
 19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・
通信工学専攻）
 学部 修士
昭和21年  来住　　徹
 25年  竹内　信雄
 26年  長岡　崇雄
 28年旧  福井　淳一
 28年新 30年 末田　　正
 29年 31年 由利　宏二
 30年 32年 倉橋浩一郎
 31年 33年 栗岡　　豊
 33年 35年 宮道　　繁
 34年 36年 樹下　行三
 35年 37年 西原　　浩
 36年 38年 野村　康雄
 37年 39年 （調整中）
 38年 40年 中西　　暉
 39年 41年 塩澤　俊之
 40年 42年 藤岡　　弘
 42年 44年 宮原　秀夫
 43年 45年 玉川　允敏
 44年 46年 池田　雅夫
 45年 47年 中野　秀男
 46年 48年 里村　　裕
 47年 49年 森下　克己
 48年 50年 河崎善一郎
 49年 51年 北山　研一
 50年 52年 樺澤　　哲
 51年 53年 鬼頭　淳悟

 52年 54年 井上　　健
 53年 55年 中野　幸男
 54年 56年 馬場口　登
 55年 57年 秦　　淑彦
 56年 58年 片山　正昭
 57年 59年 榎原　博之
 58年 60年 山本　　幹
 59年 61年 平　　雅文
 60年 62年 原　　晋介
 61年 63年 大川　剛直
 62年 平成元年 荒木　範行
 63年 2年 戸出　英樹
平成元年 3年 堀井　康史
 2年 4年 松田　洋一
 3年 5年 畑　　真司
 4年 6年 上田　哲也
 5年 7年 安部田貞行
 6年 8年 村上　智己
 7年 9年 池田　武弘
 8年 10年 加藤　　真
 9年 11年 菅原　弘人
 10年 12年 中西　淳平
 11年 13年 門田　行広
 12年 14年 新熊　亮一
 13年 15年 東野　武史
 14年 16年 村越　昭彦
 15年 17年 藤本　正樹
 16年 18年 木下　幸裕
 17年  山本　勇樹
 18年  森岡　康史
 19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・
電子工学専攻）
 学部 修士
昭和37年 39年 蒲生　健次
 38年 40年 白川　　功
 39年 41年 尾浦憲治郎
 40年 42年 吉岡　信夫
 41年 43年 鷹岡　昭夫
 42年 44年 打田　良平
 43年 45年 春名　正光
 44年 46年 藤原　秀雄
 45年 47年 杉本　哲夫
 46年 48年 谷口　研二
 47年 49年 千葉　　徹
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 48年 50年 栖原　敏明
 49年 51年 村上　敬一
 50年 52年 山田　伸一
 51年 53年 西川　博昭
 52年 54年 中前　幸治
 53年 55年 岡田　満哉
 54年 56年 薮内　康文
 55年 57年 太田　快人
 56年 58年 出口　　弘
 57年 59年 河合　利幸
 58年 60年 森　　俊彦
 59年 61年 正田　博司
 60年 62年 綿森　道夫
 61年 63年 森　　伸也
 62年 平成元年 重弘　裕二
 63年 2年 井元　孝史
平成元年 3年 野口　栄治
 2年 4年 赤坐　正樹
 3年 5年 上野　隆範
 4年 6年 三浦　克介
 5年 7年 藤井　彰彦
 6年 8年 上向井正裕
 7年 9年 上野　弘明
 8年 10年 梶井　博武
 9年 11年 野田　研二
 10年 12年 島田　尚住
 11年 13年 藤澤　猛史
 12年 14年 大竹隆太郎
 13年 15年 小野　俊明
 14年 16年 三上　真範
 15年 17年 樋渡　伸二
 16年 18年 松久　裕子
 17年  尾島　正禎
 18年  六車　　充
 19年  田村　　悠

（情報システム工学科、情報シ
ステム工学科目、情報通信工
学科目・情報システム工学ク
ラス、情報科学研究科）
 学部 修士
平成 5年 7年 一階　良知
 6年 8年 安部　敬一
 7年 9年 原　　隆浩
 8年 10年 池内　智哉
 9年 11年 相坂　一樹
 10年 12年 密山　幸男
 11年 13年 中尾　太郎
 12年 14年 工藤　祐介
 13年 15年 兼田　佳和
 14年 16年 義久　智樹

 15年 17年 庄島　大基
 16年 18年 渡辺　賢治
 17年 19年 野里　良裕
 18年 20年 村尾　和哉
 19年 21年 高島　真彦
 20年 22年 尾崎　麻耶
 21年 23年 中川　将史
 22年 24年 山崎　公敬
 23年 25年 林　　勇介
 24年 26年 児島　陽平
 25年 27年 小林　良至
 26年 28年 増田　　彬
 27年 29年 尾原　和也
 28年 30年 西尾　俊哉
 29年 31年 宮内佑多朗
 30年 令和2年 安孫子智樹

（電気電子工学科目・システム制
御電力コース、電気電子情報工
学専攻・システム制御電力工学
コース、電気工学コース）
 学部 修士
  平成20年 吉田　　央
  21年 大曲　祐子
平成20年 22年 大道　哲二
 21年 23年 三宅　翔太
 22年 24年 赤尾　雅嗣
 23年 25年 大石　貴章
 24年 26年 峰岸　達矢
 25年 27年 磯　比呂志
 26年 28年 岩瀬　真司
 27年 29年 藤川　拓也
 28年 30年 井上　　研
 29年 31年 末岐　　渉
 30年 令和2年 河内　昂輝

（電気電子工学科目・先進電磁エ
ネルギーコース、電気電子情報
工学専攻・先進電磁エネルギー
工学コース）
 学部 修士
  平成20年 馬場　政志
  21年 畠山　幹生
  22年 遠藤　　恭
  23年 田中　聡一
  24年 横山　尚也
  25年 中塚　和樹
平成24年 26年 大宅　　諒
 25年 27年 喜田　美佳
 26年 28年 植松　佑仁
 27年 29年 松村　裕介

 28年 30年 硲　　　崚
 29年 31年 末岐　　渉
 30年 令和2年 阿部健太郎

（情報通信工学科目・通信工学ク
ラス、電気電子情報工学専攻・
情報通信工学コース）
 学部 修士
  平成19年 山本　勇樹
  20年 森岡　康史
  21年 工藤　隆則
平成20年 22年 木村　共孝
 21年 23年 十河　泰弘
 22年 24年 西村　悟史
 23年 25年 井上　文彰
 24年 26年 福井　良輔
 25年 27年 小林　　陽
 26年 28年 棟田　淳哉
 27年 29年 前田　　智
 28年 30年 木村　雅俊
 29年 31年 米田　友花
 30年 令和2年 川端　康大

（電気電子工学科目・量子電子デ
バイスコース、電気電子情報工
学専攻・量子電子デバイス工学
コース、電子工学コース）
 学部 修士
  平成19年 尾島　正禎
   村井　良多
  20年 六車　　充
  21年 田村　　悠
平成20年 22年 堀　　哲郎
 21年 23年 小川　康宏
 22年 24年 石川　裕之
 23年 25年 東　　卓也
 24年 26年 森　陽一朗
 25年 27年 丹波　大樹
 26年 28年 山根　梨江
 27年 29年 小長　晃輔
 28年 30年 上田健太郎
 29年 31年 澤田　友貴
 30年 令和2年 田附　大貴

クラス委員の変更等ございました
ら、事務局まで随時ご連絡下さるよ
うお願いいたします。



― 29 ―

澪電会　会則

会　則

第 1条 本会は澪電会と称する。
第 2条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系

内に置く。
第 3条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学

技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4条 本会の会員はつぎのとおりとする。
（1）正会員
イ．大阪大学工学部，工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。

（2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。

（3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。

（4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5条 本会に次の役員、監査、委員を置く。
会長 1名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る。ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2年、監査は 1年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。
・企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて
2年とする。

 別表
クラス委員選出単位

卒業年 学　　　　　部

平成11年以前 電気工学科、通信工学科、電子工学科、情報シ
ステム工学科の各学科卒業生から1委員／年

平成12年
～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、通信
工学科目、電子工学科目、情報システム工学科
目の各学科目卒業生から１委員／年

平成22年
～令和2年

電子情報工学科システム・制御・電力コース、
先進電磁エネルギーコース、量子電子デバイ
スコースの各コース卒業生から１委員／年、
及び、情報通信工学コース・通信工学クラス、
情報通信工学コース・情報システム工学クラ
スの各クラス卒業生から１委員／年

令和3年以降
電子情報工学科電気工学コース、電子工学コー
ス、通信工学コース、情報システム工学コー
ス卒業生から１委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前
電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
情報システム工学専攻、電磁エネルギー専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 6専攻修了者
から 4委員／年

平成16年
～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 4専攻修了者
から 3委員／年、及び、情報科学研究科（電
気系 8講座）修了者から 1委員／年

平成19年
～平成29年

電気電子情報工学専攻システム・制御・電力
工学コース、先進電磁エネルギー工学コース、
情報通信工学コース、量子電子デバイス工学
コースの各コース修了者から 1委員／年、及
び、情報科学研究科（電気系 8講座）修了者
から 1委員／年

平成30年以降
電気電子情報工学専攻電気工学コース、情報
通信工学コース、電子工学コースの各コース
修了者から 1委員／年、及び、情報科学研究
科（電気系 8講座）修了者から 1委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
最終改定日　平成 29 年 6 月 27 日



― 30 ―

澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業 ( 修了 ) 年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／FAX番号、電子メールアドレス）等

また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お
よびそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と本会から事業委託された業者・第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会から事業委託された業者により適正に管理を行い、常に個
人情報の保護に努めます。

(2) 本会は、本会会員、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目
的から個人情報の提供が適切と判断される場合には、本会会員、当該主催業者に対して必要最小限の
個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、本会ま
で届け出て下さい。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を本会から事業委託された
業者等、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織を除く第三者へ開示ならびに提供致し
ません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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総会



懇親会



発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

電子版会報REIDENのお知らせ

電子メールにてお送りしております電子版会報「REIDEN」も 2019 年秋の発信で第 6号と
なりました。春には冊子版の会報「澪電」にて澪電会に関する 1年間の情報をまとめてお
届けします。春～秋の間のニュースについては、電子版会報「REIDEN」にて速報として
秋にお届けしています。会報には掲載しない記事も掲載していく予定です。（冊子版の会報
「澪電」を廃止する予定は、現在のところありません）
万が一届いていないという場合は、澪電会にメールアドレスをご登録頂けますと、次回よ
り配信いたします。澪電会事務局宛にご連絡頂けますと幸いです。

会報澪電 No. 41 をお届けします。No. 41 では、
澪電会の新しい試みとして咲耶会との交流会を開催
いたしました。
新しい企画で澪電会を盛り上げ、若手の元気に繋
げたいという会長、幹事の思いが功をなし、皆が笑
顔の大盛況となりました。しかし、年度の終わり頃
から新型コロナウィルス国内外感染拡大に伴う自粛
のため、いくつもの行事の開催ができなくなるなど
心が塞がる日々が続いております。いずれ状況の回
復となった際には、皆様にとって澪電会の活動が有

意義なものとなるよう、幹事一同、努力していく所
存ですので、皆様のご理解とご協力を引き続きよろ
しくお願い申し上げます。
最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌

記事の執筆を快くお引き受け頂きました執筆者の皆
様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、心
より感謝の意を表します。
 （編集幹事：三科　健、杉原　英治、
 安藤　英由樹、松岡　俊匡）

編　集　後　記


